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何
日
J
1
F
V
に
J
が
主
に
対

J

品
、
包

吉

て
い
に
交
完
全
返
済
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半IJ例 il)i究

円、

L
は
液
産
嗣
始
決
定
を
受
け
、

L
の
慌
一
世
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た

Y

が
阿
午
一
つ
川
一
七

E
い
本
件
机
抗
当
権
設
定
契
約
は
破
崖
山
一
六
〕
粂

三
項
の
鼎
慣
行
為
に
当
た
る
と
し
じ
再
認
請
求
の
申
立
を
し
、
川
年
一

月
九
川
に
こ
れ
を
認
拝
す
る
決
定
が
出
さ
れ
た
た
め
に
、

X
が

Y
に
対

L

決
定
の
取
引
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

ー
と
こ
ろ
で
、
本
件
で
は
次
の
よ
う
を
事
情
が
詰
め
つ
れ
と

L
は
J
か、

あ
る
い
は

K
の
ど
ち
ら
か
か
ら
介
計
約
九
億
円
の
不
動
産
購
入
資
金
の
融

資
を
交
け
て
い
る
(
判
決
は

J
と

K
の
ど
ち
ら
が
更
の
慣
他
者
な
の
か
明

確
に
認
定
し
て
い
な
い
)
C

ー
の
代
表
取
締
役
は

A
で
あ
旬
、
他
に
取
材

役
と

L
て
E
、
じ
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
取
締
役
と

L
て
の
業
務
を
わ
っ

て
お
ら
ず
、

J
の
資
金
運
用
そ
の
他
重
要
事
項
の
決
定
は
全
て

A
が

f
J

の
)
取
締
役
J

ど
も
あ
り
、
ー
‘

亡
い
た
c

同
時
に
¥
は

L
及
び

K
の

及、び
ν
れ
の
唯
一
の
株
主

P
あ
る
。

K
は

L
の
八
十
町
一
分
を
有

L
て
い
る
ぐ

唯

破
産
法
に
関
わ
る

X
の
!一
平
な
ギ
張
は
次
の
通
円
で
あ
る
亡
心
iA
小
件
松
抵

当
権
設
i

疋
契
約
は
、
こ
れ
が
妥
日
「
さ
れ
れ
ゴ

L
は
J
に
刈
LhW4債
権
を
取

得
し
、

J
が

L
に
対
し
て
憤
権
を
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
と

J
が

L
に
対
し
て
有
す
る
反
対
恒
怯
と
を
憎
殺
で
き
る
=
結
果
的
に
は

J
に
対

す
る
債
務
の
消
滅
を
意
味
す
る
、
も
の
で
あ
り

L
に
と
っ
て
は
債
務
減
少
と

い
う
利
益
を
得
る
行
為
だ
か
ら
、
年
備
で
は
な
い
、
九
八
一
条
が
一
六

パJ
条
一
項
と
別
に
存
在

L
て
い
る
こ
と
か
=
り
す
れ
ば
此
存
の
信
感
に
対
す

る
咋
済
の
場
合
に
は
-
ハ

O
条
三
府
、
は
適
用
さ
れ
な
い
と
肝
与
れ
る
と
F

)

ろ
、
!
が

L
に
対

L
て
情
権
を
有
す
る
ぬ
台
、
本
件
根
抵
当
住
設
定
は

J

が

L
に
刻

L
て
有

1
る
債
権
仁
抵
当
権
の
設
定
を
交
け
た
卜
で
当
該
祇
当

権
上
に
転
ほ
当
権
が
設
定
さ
れ
た
一
)
と
と
同
促
し
う
る
か
ら
実
質
的
に
は

J
に
対
す
る
偏
頗
れ
九
二
六
二
条
」
で
あ
旬
、
従
っ
て
一
六
ハ
lu
条
二
項

は
適
用
さ
れ
な
い
、
③
J
-
K
・
L
は
共
に
そ
の
取
締
役
は
九
だ
か
ら
、

K
が

L
に
対
L
C
債
権
を
白
す
る
場
合
い
は

K
が

X
へ
の
優
先
弁
済
を
認

め
て
い
た
と
一
日
え
る
の
に
、
否
認
を
認
め
る
と
破
芹
を
甘
ん
機
に
円
ら
認
め

た
こ
と
を
捜
す
こ
と
に
な
り
伝
説
則
に
反
ず
る
、
ま
た
、

J
が
債
権
お
の

場
合
に
は
、
百
認
に
よ
り

X
は
根
抗
当
権
を
恥
入
っ
て
し
ま
つ
の
に
対

L
て

烹
債
務
者
J
は
M
M
担
当
目
的
財
産
か
り
配
当
を
得
る
こ
止
が
で
き
て
や
は

り
信
義
則
仁
反
す
る
、
⑨
〉
F

人
件
γ

山
門
司
凶
権
仁
慣
は
日
以
祇
当
目
的
財
産
の
け
十
則

的
地
問
怖
を
円
指

L
E破
在
憤
惟
砕
定
を
待
た
ず
し
て
な
さ
れ

C
い
る
が
、

破
芹
者
の
債
務
超
過
を
埋
山
に
破
γ
片
手
続
開
始
主
れ
た
場
合
に
債
権
確
定

を
待
た
ず

L
て
財
産
換
耐
を
認
め
る
こ
と
は
、
債
務
組
過
で
は
な
い
こ
と

が
争
後
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

X
に
伏
定
的
な
不
利
益
予
一
ザ
え
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
債
怯
が
確
定
し
な
い
段
階
で
政
崖
財
凶
の
枚
仙

を
先
行
す
る
た
め
だ
け
に
行
臼
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
在
い
c
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【
判
旨
】

請
ぷ
棄
却
、
原
決
定
認
可
。

無
償
否
認
の
成
否
に
つ
い
て
(
争
点
二

「
破
障
者
が
裁
は
州
在
く
し
て
他
人
の
た
め
に
し
た
保
証
若
し
く
は
択
当

権
設
{
疋
等
の
い
保
の
糾
与
は
、
そ
れ
が
快
権
者
の
で
た
る
債
務
昔
」
対
す

る
山
川
摘
の
直
接
的
な
原
因
を
な
す
場
合
で
あ
っ
と
も
、
破
産
者
が
そ
の
対

怖
と
し
て
経
済
的
利
掃
を
受
け
な
い
限
り
、
依
産
法
ハ
O
条
三
頃
に
い

う
保
山
慣
行
為
に
あ
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
破
芹
者
が
取
得
せ
る
こ
と

の
あ
る
べ
き
求
償
権
は
、
当
然
に
は
灯
保
供
向
J

の
対
仙
と

L
て
の
経
済
的

利
訴
に
は
あ
た
ら
な
い
と
師
附
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て

L
が
J
に
対

L
が
こ
れ
に
よ
り
直
ち
に
経
済
的

寸
ヲ
る
求
償
比
悼
を
取
得
す
る
1」

L
て
も
、

民事判例flil究

利
訴
を
取
得
L
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
内
…
、
原
告

μ
L
が
!
の
本
件
融
資
金
品
川
権
と
、

L
が
将
束
取
得
す

る
求
悩
権
と
を
対
等
額
で
相
殺

C
き
る
こ
と
を
も
っ
と
、

L
に
挺
涜
的
利

減
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

L
か

L
、
犬
'
仙
問
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
相
殺
権

の
'
山
使
に
よ
り
債
痔
が
消
滅
す
る
)
と
は
、
別
個
独
立
し
た
法
律
ー
別
県
で

あ
り
、
ベ
件
融
資
ふ
r

債
務
の

Jr械
を
ー一
不
刊
校
低
当
格
設
定
の
対
怖
と
は
い

え
な
い
c

そ
も
そ
も
、
視
祇
一
当
権
を
設
定
し
た
だ
け
で
は
、
ぶ
債
権
は
未

だ
将
来
発
牛
官
る
可
能
川
斗
が
あ
る
の
み
で
現
に
発
生
し
て
い
る
わ
け
で
は

いけにな
じてなく
し、 44 、
たかそ
とらの
!ム、 L
bふ l

いそ、

えし L 
をそは
し、も制
。半数

L 件権
た?日 σ〉
が抗 1J
三当{~
て 1在に

三九 ト
同又 ~ 

原定り
:可に卜
0) よ 戸じ
主り J、
張経 f匝
lエ i凸才色
採的を
!jj 干IJ うた
で益う
ふ ョル -c' ピ」
J弘通 片"- レ
』トメ

偏
頗
行
為
の
成
否
と
一
六
二
条
、

一
六

O
条
三
項
の
聞
係
に
つ
い
て
(
争

古
一
二
)「
胤
苫
が
既
'
打
の
抵
当
権
に
転
祇
当
権
を
設
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は

既
存
の
抵
当
権
が
有
ー
湖
に
キ
在

4
る
こ
と
を
苅
提
と
し
て
設
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
前
徒
の
在
い
俣
位
当
権
設
'
疋

ペ
「
為
?
と
は
基
木
的
に
で
の
性
質
を
異
に
し
て
お
り
、
中
に
同
緑
町
担
保
仙

伯
を
取
得
で
さ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
実
質
的
に

M
一
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
(
現
に
原
f

汁
は
不
作
献
資
会
債
権
を
争
っ
て
い
る
)υ

ま
た
、
伎
一
昨

法
ハ
二
条
は
、
破
芹
者
が
支
払
い
不
能
に
な
っ
た
没
、
又

μ
、
破
芹
手

続
開
始
の
中
立
て
が
あ
っ
た
後
の
既
存
の
債
務
に
つ
い
て
さ
れ
た
担
保
の

伏
ワ
又
は
債
務
の
消
滅
に
閲
す
る

f
九
を
刻
家
と
J

て
い
る
の
に
対
J

、

同
法
ハ
勺
一
条
三
攻
は
、
依
崖
占
的
支
払
停
止
λ

守
的
宇
白
が
め
っ
た
そ
の

請
ハ
ヶ
月
以
内
に
さ
れ
た
無
償
行
為
全
て
を
対
象
に
し
て
い
ヲ
心
的
で
あ

り
、
そ
の
対
象
と
な
る
行
為
の
時
的
要
刊
を
宍
に
J
J
r

に
い
る
れ
ヲ
て
ェ
ー
¥

債
権
者
事
一
許
申
門
す
る
ノ
打
為
及
び
偏
頗
訂
為
を
十
世
?
ぺ
止
し
、
公
平
な
債
惟
行
へ

北決60(2.273)引 l
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の
配
当
そ
目
的
と

1
る
否
認
権
の
趣
旨
に
昭
ら
せ
ば
、
同
法

ハ
二
条
は
、

政
高
者
の
支
払
不
能
在
い
し
俄
産
手
続
開
始
の
申
J
W

ど
が
あ
る
討
に
さ
れ

た
此
十
午
の
債
蒋
に
つ
い
て
さ
れ
た
判
保
の
供
う
止
は
債
務
の
幻
滅
に
閉
す

る
わ
為
に
つ
い
て
も
、

同
法

一
ハ
ワ
条
三
項
の
要
件
を
充
た
す
川
町
り
、
同

条
同
市
川
に
よ
る
ヴ
認
権
内
行
使
を
妨
げ
る
も
の

E
は
な
い
と
附
さ
れ
る
。
」

信
義
則
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
(
争
点
三
)

「
破
政
法
一
六

O
条
一
一
項
に
完
め
わ
れ
た
否
認
権
は
、
軒

償
/
「
為
が
破

産
債
権
者
在
中
ー
す
る
お
で
れ
が
強
い
こ
と
か
ら
、
破
芹
財
団
に
属
す
る
財

産
者
一
公
平
に
配
当
す
る
た
め
逸
失
財
産
の
凶
復
を
日
的
レ
一

L
た
権
利
で

あ
一
て
、
個
別
只
体
的
卓
清
を
占
庖
し
た
上
で
内
憤

f
為
の
ね
干
方
と
さ

れ
た
者
ー
と
他
的
債
権
者
及
び
担
保
権
粁
慌
の
利
佳
剖
整
を
行
う
F

」
と
が
予

止
さ
れ
た
制
度
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
不
作
で
併
認
権
ゃ
っ
行
使

L
て

いる L、い
L 0 I!J( 二る

77 しの
グ) /: Li 
T カ L
張ペぴ〉

同一三 2
4乙胤管

4苧早
ふ ζ 八

L J f 
ふ'ゅ町

ふいる

正し被
K 告
苧とで
乏の晶

画一 ru: り0) 、
て七 J
お義な
り Hリ L、
rl' ，: L 
cjj 言~ K 
C j;走む
きとは
な『な

(
争
点
目
)

破
産
財
団
の
換
価
時
期
に
つ
い
て

「
破
酎
法
は
、
破
片
財
団
の
摂
日
時
期
に
つ
い

C
特
段
の
劃
仰
を
設
け

K 

寧'.博毎4月・日陵立<工Eコ

債権(1)鈎e億円の
不助産鴎λのbめの
融資賞金債権

イ員権(1)'っ
L 

平.1*)113日・'"
平成17'年事月・目..  
申立
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か
か
る
趣
旨
に
照
ら
せ
ゴ
、
現
行
法
は
破
産
財
ヨ
の
換
師
、
と

政
高
債
権
の
砕
疋
を
枯
F
L
し
て
進
め
一
ム
匂
こ
と
を
許
存
し
て
い
る
と
解
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
じ
も
、
本
件
不
動
芹
の
換
析
干
読
を
、

破
芹
債
権
の
時
疋
よ
り
先
行
さ
吐
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
違
法
と
評
仙

デ、、
A

L

A

「晶、

し
f

I

V

す
る
ご
と
は
で
き
な
い
。
」

【
評
釈
】

民事判例flil究

本
判
決
の
論
点
は
多
岐
い
及
ぶ
が
、
本
稿
む
は
依
産
法
い
関
連
す
る
問

一
ツ
の
論
九
、
す
な
わ
ち
、
証
出
否
認
の
成
否
に
つ
い
て
(
干
支
)
、

偏
頗
行
為
の
吹
，

ht一
二

三

条

、

ハ

つ

矢
J

二
尻
町
関
係
に
つ
い
て

(
予
点
二
)
、
信
義
則
定
反
の
有
加
に
つ
い
て
へ
中
内
…
=
一
)
、
問
破

産
財
同
の
換
価
時
刻
に
つ
い
て
一
争
《
山
)
に
つ
い
て
取
り
レ
し
げ
る
一

は
い
わ
ゆ
る
(
物
卜
)
保
汗
の
起
債
否
認
の
成
併
と

L
て
議
論
さ
れ
て
き

た
論
白
で
あ
る
、
(
物

l
)
保
訟
の
概
憤
十
円
誌
に
関
す
る
判
例
し
に
し
て
、

大
判
昭
和
二
年
八
月
。
円
民
草
一
五
巻
一
六
八

O
頁
及
び
最
判
昭
和

一
ハ
一
咋
七
月
三
日
民
免
同
一
在
五
号
一
九
ハ
人

rH
が
あ
る
{
A
i
件
は
、
特

に
、
公
社
に
対
す
る
救
済
臥
資
の
際
に
そ
の
う
伝
不
足
の
填
補
と
し
て
、

実
質
的
経
包
首
に
よ
っ
て
さ
れ
た
保
=
正
行
為
の
川
憤
台
認
政
当
作
に
つ
い

て
、
そ
の
対
価
性
が
問
題
L

と
さ
れ
た
最
判
昭
和
六
年
七
月
三
日
と
の
関

係
い
お
い
て
、
川
、
+
買
務
者
I
V

一
(
物
上
)
保
一
孔
人
ー
と
の
間
に
市
川
接
在
関
係

が
認
め
ら
れ
る
点
、
及
び
州
、
十
債
務
ー
と
(
物
上
)
保

J
r
h
Aが
同
時
交
換

と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
事
案
に
形
式
的
類
似
昨
が
認
め
ら
れ
る
。
他

方
で
、
本
件
特
有
の
問
題

E
L
亡
土
債
務
者
が
均
上
保
弘
人
に
汁
し
て
債

権
を
有

L
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
債
権
の
侃
償
，
h
F
認
の
成
否
に
u
h
J

え
る

影
特
が
問
題
と
在
り
但
片
品
。

本
稿
で
は
、
ま

1
括
償
再
認
の
一
般
論
一
て
を
述
べ
た
上
で
、
知

償
れ
い
認
の
成
点
」
が
問
題
と
な
了
人
大
引
い
昭
和
一
一
年
八
月
一
ひ
円
以
此
ぴ
最

年
七
月
一
円
を
問
視
し
一
、
)
、
最
判
昭
和
六
一

年
七
月
一

円
レ
一
本
件
と
の
事
案
の
に
似
性
投
ぴ
ノ
ご
れ
に
対
イ
ヲ
る
評
価
に
ワ
い
て
枚
副

ζ
~
上
で
士
三
、
本
件
相
古
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
土
問
一
務
蓄
の
(
物
卜
J

保
証
人
に
対
す
る
債
権
的
存
在
が
先
債
否
認
の
成
併
に
与
え
る
影
山
蓄
に
つ

い
て
検
副
し
(
四
)
、
こ
の
影
響
に
つ
い
て
参
考
土
な
る
甘
い
例
会
一
概
観
し

て
(

1

去
、
本
件
で
征
償
再
認
が
内
定
き
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
杭
討
す

ヲ
勾
一

ι
ハ」
υ

判
昭
和
ハ
一

一
偏
頗
行
為
の
出
否
と
一
六
条
、
一
六

O
条

項

の

関

係

に
つ
い
て
(
市
刀
一
一
、
三
信
義
則
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
F

争
占
…
一
一
)
、

四
破
屋
財
凶
の
換
日
時
期
に
つ
い
て

F

争
点
凶
」
に
つ
い
亡
は
、
従
来

学
説
判
例
共
に
明
砕
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
1

円
で
あ
る
が
、
こ
れ
、
つ

に
つ
い
て
も
若

T
の
検
討
を
止
、
つ
仁

更
に
、

北決60(2.275)引3
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(
争
点

破
産
者
が
支
払
の
停
止
悼
す
が
あ
っ
た
後
又
は
そ
の
到
六
月
以
内
に
し

た
栴
併
行
為
及
び
こ
れ
と
同
社
す
べ
き
七
悩
行
為
は
破
監

T
続
開
始
後
、

破
芹
財
団
の
た
め
に
否
認

1
る
こ
と
が
で
さ
る
正
償
肖
認
、
一
六
ハ
リ
条

=
唄
)
。
柾
償
十
小
門
誌
は
似
の
般
の
十
台
訟
権
k
比
較
し
て
、
支
払
停
止
そ

の
前
ハ
ヶ
片
に
な
さ
れ
売
鼎
慣
行
為
で
あ
れ
ば
l
h

認
で
き
、
破
産
者
投
び

一TX話
者
の
十
観
を
問
わ
ず
に
否
認

rき
ゐ
点

E
、
成
立
安
打
を
大
仰
に
緩

和
し
て
い
る
川
、
に
特
色
が
あ
る
u

を
の
根
拠
ほ
、
危
機
時
期
段
び
そ
れ
に

隣
持
す
る
時
間
に
対
価
な
く

L
C知
悩
で
経
治
的
利
訴
を
刊
十
7
1
4
、
情
持

品
財
産
を
減
少
さ
u
t
る
行
為
は
債
権
者
を
古
す
る
税
肢
が
よ
さ
い
一
一
と
、

他
方
で
差
益
首
側
か
っ
見
て
も
、
無
償
で
利
請
を
押
て
い
る
の
む
あ
る
か

ら
、
保
誌
の
必
要
性
は
低
い
こ
と
を
殉
向
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
煎
慣
併
誌
の
成
げ
要
件
を
見
る
と
、
そ
の
要
件
U
卜
の
条

丈
の
通
り
(
ご
破
並
者
の
支
払
停
止
等
の
あ
っ
た
後
又
は
そ
の
苅
よ
月

以
内
の

f
為
(
二
J

無
償
行
為
及
び
こ
れ
と
同
叫
す
べ
き
有
償
行
為
で
あ

る
。
支
払
停

H
と
は
弁
済
能
力
の
欠
乏
の
た
め
に
弁
済
期
の
到
来
し
た
倍
、

務
を
般
的
、
か
っ
継
続
的
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
を
外
部
に

表
不
す
る
債
務
者

mr為
の
こ
と
を
い
い
、
そ
の
前
ハ
月
の
行
為
で
あ
れ

ば
(
ご
の
要
件
を
満
た
す
こ
土
に
な
る
の
「
、
二
」
に
つ
い
て
裁
判

で
争
わ
1F
る
戸
工
}
は
少
な
い
…
叫
償
再
認
で
も
つ
ば
ら
下
凸
と
な
る
の
は

ご
乙
で
あ
り
、
本
件

P
も
、
物
卜
保
一
吋
祉
の
布
償
件
が
主
た
る
争
ト
ハ
と
な
っ

亡
い
る
。

北法印(2'276)引4

従
来
(
物
上
)
保
正
の
証
伯
性
判
断
で
結
論

E
キ
右
す
る
分
岐
止
と
さ

れ
て
い
た
の
は
、
川
長
…
佐
川
と
は
誰
を
基
準
に
判
断
す
る
か
、
川
保
評
債
務

を
履
行
し
た
後
に
保
証
人
が
取
得
す
る
求
悩
住
は
破
産
者
に
よ
る
料
証
/
れ

為
の
対
価
と
い
え
る
か
、
円
、
十
債
務
守
と
健
一
世
者
た
る
保
正
人
配
の
特
別

な
問
係
か
ら
排
測
さ
れ
る
利
誌
の
存
内
を
保
証
行
為
の
刻
価
と
認
め
る
↑
)

と
が
で
き
る
か
、
で
あ
る
〔

怖
い
慣
れ
お
と
は
、
政
再
者
が
対
怖
を
得
な
い
で
財
産
を
減
少
さ
せ
、
ま

た
は
法
務
を
負
担
す
る

f
為
の
こ
と
を
い
、
つ
U

民
法
上
の
詐
害
J

「
為
取
消

権
一
民
法
制
二
回
条
)
で
は
債
務
弁
町
並
資
h
H
が
要
求
さ
れ
る
か
っ
、
-
」

札
?
と
運
動

L
て、

J

町
宝
円
行
為
該
当
性
川
断
で
も
当
該
保
証
ノ
「
為
が
到
実
に

と
の
く
ら
い
債
務
首
の
肯
任
財
産
を
減
世
さ
せ
る
か
い
つ
い
亡
の
長
休
的

判
断
が
必
要
i

と
な
る
ー
と
こ
ろ
、
保
一
一
正
は
補
充
牲
を
有
し
、
保
一

r債
務
の
負

担
が
財
産
減
少
に
直
結
す
る
訳
で
は
な
い
の
で
(
民
法
四
百
ご
叫
士
、
保

証
債
務
負
担
行
為
が
匹
ち
に
詐
呈
す
れ
ぬ
と
評
伝
川
喜
れ
る
か
に
ツ
い
て
争
い

が
あ
る
)
し
か
し
、
破
産
法
卜
は
、
他
人
の
伯
務
の
保
え
あ
る
い
は
い
保

快
ワ
は
リ
ス
ク
気
川
ド
ハ
為
k
l
d
亡
そ
れ
自
体
詐
士

y十
為
と
評
何
さ
れ
る
↑
」

と
い
争
い
は
な
い
っ
さ
ら
に
、
保
証
契
約
は
、
以
証
人
が
保
訂
今
一
引
交
け
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る
に
つ
い
て
そ
の
対
価
報
酬
た
る
意
味
を
有
す
る
経
済
的
利
益
一
一
血
(
型
は

保
証
料
)
を
取
得
し
な
い
隈
り
、
原
則
的
に
汁
務
か
つ
柾
位
契
約
だ
か
ら
、

他
人
の
負
担
す
る
債
務
に
対
す
る
保
証
は
、
保
証
料
を
得
て
い
な
い
限
り
、

一
六
ワ
条
三
演
の
一
株
他
行
為
」
に
当
た
る
こ

従
っ
て
、
保
証
の
た
慣
性
に
つ
い
て
保
↑
祉
人
た
る
破
昨
者
を
基
準
に
判

断
す
れ
は
、
保
一
J
に
対
宇
る
報
酬
を
受
け
て
い
な
い
限
り
、
似
証
は
世
償

行
為
で
あ
る

)
L
か

L
、
他
方
ご
証
一
悩
牲
を
受
益
芥
側
の
問
点
を
加
え
♂
、

判
断
す
る
な
ら
ば
、
受
話
者
は
ふ
干
債
務
半
引
に
対
し
て
向
指

L
C
い
る
の
だ

か
ら
、
械
産
者
に
よ
る
保
証
行
為
は
柴
山
閣
で
な
い
こ
と
に
な
る

ま
た
、
仮
に
保
一
一

r
m無
似
性
仁
つ
い
て
保
正
人
た
る
破
陀
者
宇
一
基
準
に

判
断
す
る
と
し
亡
、
弘
、
保
証
人
は
保
証
常
務
を
履

f
す
れ
ば
、
ふ
干
品
川
務
者

に
対
し
て
求
償
桂
を
山
本
将

F
る
(
民
法
制
合
九
条
二
期
、
四
六
条
、
二

七
一
条
、
ご
五
条
〆
一
。
そ
こ
で
、
こ
の
求
償
権
の
存
作
を
も
っ
て
保
証

の
対
怖
と
評
何
出
来
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
。
長
体
討
に

μ
実
体
法
上

求
償
桂
は
保
証
人
が
ヱ
慣
務
の
弁
済
を
し
た
後
に
初
め
て
発
牛
す
る
費
財

償
還
請
よ
ヨ
惟
!
〆
「
ぶ
、
の
れ
格
そ
有
す
る
こ
と
か
ら
一
、
民
法
一
八
五

O
長
一
一
明
、

七
ハ
〉
条
項
、
三
頃
)
、
-
}
の
よ
う
な
将
来
発
生
す
る
詰
求
権
を
保
証

の
対
側
報
酬
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
、
っ
か
が
争
」
で
あ
る
一

さ
ら
に
、
主
債
務
省
と
破
虚
者
た
る
保
↑
乱
入
間
の
特
川
刊
な
閣
係
か
ら
推

測
き
れ
る
利
掃
の
存
存
を
保
証
行
為
の
対
伯
L
し
認
め
る
F

工
一
が
で
き
る

か
、
が
争
わ
れ
る
)
具
体
的
仁
判
例
で
問
題
と
与
れ
た
の
は
、
川
一
族
会
社

p
m
債
務
に
つ
い
亡
実
質
的
経
古
布
Q
が
保
証
し
て
い
た
事
例
で
あ
る
。

仮
に
川
に
つ
い
て
破
芹
者
た
る
保
前
人
的
経
清
此
H
u
，
而
の
ノ
ナ
否
を
恭
一
半

と

L
て
栴
慣
M
U
を
判
断

L
、
他
に
保
三
日
L
れ
お
の
対
価
?
と
デ
ら
れ
る
刊
判
所
が

な
〈
、
か
っ
仰
い
本
瞳
権
内
刻
何
性
を
ア
内
定
す
れ
ば
、
当
該
保
評
J

「
為
は
保

証
人
の
破
産
に
よ
り
常
に
鼎
償
針
誌
の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、
否
認
さ

れ
れ
ば
紡
呆
と

L
て
会
社
へ
の
債
権
は
畳
担
保
債
権
?
と
な
る
一

L
か

L
、

小
規
模
閉
鎖
会
紅
に
対

L
C与
信
を
「
「
う
場
合
ド
経
常
省
内
ワ
信
心
台

も
っ
て
た
社
の
わ
7
信
不
足
を
補
元
し
て
き
た
金
融
実
務
か
&
り
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
結
論
は
交
け
一
人
れ
婦
い
コ
そ
こ
で
、
次
に
注
ベ
品
前
刊
昭
和
一
八

干
七
月
三
円
民
年
同
巻
ハ
号
一

C
fハ
八
頁
を

J
3
J
か
け
に
、
叫
証
の

対

ωー
と
い
え
る
利
益
の
授
受
が
な
い
場
合
で
あ
っ
亡
も
、
主
債
務
者
た
る

会
社
ド
シ
一
保
証
人
、
政
在
者
た
る
支
質
的
経
常
者

Q
買
の
密
接
な
関
係
の

存
在
か
ら
、
川
族
会
社
へ
の
山
山
資
に
よ
っ
て

Q
の
山
資
の
維
持
、
あ
る
い

は
増
殖
ー
と
い
う
形

f
p
の
利
拾
が
宵
接
、
町
民
接
的
に

Q
の
利
J

止
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
だ
か
ら
無
世
間
で
は
な
い
と
の
主
張
が
さ
れ
る
よ
、
つ
に
な
る
。

?
}
の
見
解
は
与
信
時
に
与
信
者
は

P
と

Q
を
一
体
主
し
て
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
ラ
伝
判
断
を
し
て
い
る
、
と
い
う
現
象
を
と
っ
、
え
て
、
そ
釈
を
拒
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憤
内
認
の
ヤ
士
慣
性
判
胤
剛
に
反
映

5
u
t
る
立
場
で
あ
る
c



半IJ例 il)i究

証
…
償
否
認
に
関
す
る
以
卜
の
争
内
に
閲
す
る
判
例
と

L
亡
、
大
判
い
町

利

年

八

川

一

O
E民
集
一
五
巻

-
O号
一
六
八
ひ
頁
及
び
最
判
昭
和

六
一

τ七
日
一
日
民
生
川
一
巻
百
号
一

C
1
八
八
頁
が
あ
る
。

+
債
務
者
の
街
為
件
手
形
支
払
債
務
に
連
帯
保
一
一
止
や

J

た
銀
行
が
破
汗

L
、
当
つ
山
連
帯
保
証

f
為
が
仕
川
憤
肖
認
の
刻
象
と
な
る
か
ど
、
っ
か
が
争
わ

れ
た
半
例
で
あ
る
大
判
昭
和
一
一
年
八
月
一

O
口
民
車
内
岳
一
六
八

C

民
で
は
①
一
一
口
)
破
監
法
七
一
条
主
号
の
侃
償
行
為
と
は
破
産
主
及
び
受

説
者
円
相
山
岡
山
じ
に
よ
れ
ば
破
虚
者
の
財
斥
い
帰
す
る
対
仙
が
何
ら
年
い
場
合

を
己
い
J
山
、
主
憤
棒
は
保
証
の
対
而
と
は
な
っ
ず
、
求
償
格
の
存
在
奇
も
っ

て
有
価
と
い
う
こ
と
は
で
主
一
な
い
、
と
判
ニ
小

L
た
3

同
放
会
社
が
負
っ
た
ヱ
情
務
に
対
し
て
仙
人
保
証
を
し
た
当
説
会
相
代

表
取
締
役
が
破
崖

L
、
当
該
保
証
行
為
が
並
償
'
h
J
似
の
対
象
と
な
り
得
る

か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
最
川
昭
和
一
八
一
年
七
月
一
日
民
主
四

を
五
号
一
勺
一
ハ
八
民
も
、
基
本
酌
に
こ
の
昭
和
一
一
年
判
肢
を
踏
襲

L
C

い
る
ご
さ
ら
に
附
和
六
二
午
軒
決
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
①
似
正
人
が
同

旅
会
社
の
高
質
的
経
常
者
で
あ
っ
て
会
祉
の
た
め
に
保
誌
を

L
た
場
令
で

あ
一
て
も
、
破
屋
干
続
は
人
山
甘
と
は
別
個
の
減
産
打
個
人
に
対
す
る
総
借
、

格
者
の
満
足
の
た
め
そ
の
総
財
産
の
管
問
換
伺
を
け
凶
的
!
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
事
を
も
っ
ど
川
に
解
す
る
台
則
的

相
川
拠
は
な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
対

L
て
は
、
鳥
谷
裁
判
官
の
反
対
青
山
兄
仁
お
い
て
、
受
託
占
の

止
場
か
ら
す
れ
ば
半
た
る
債
務
者
に
対
し
て
は
出
掛
を
し
て
い
る
の
台

あ
こ
て
保
託
人
た
る
破
亙
苔
も
こ
の
出
羽
を
円
酌
に
保
弘
専
の
行
為
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
同
音
は
密
接
に
阿
豆

L
て
い
る
ご
こ
れ
ら
は
一
体
?
と

L
て
視
察

5
れ
る
べ
き
で
あ
っ
亡
、
別
々
に
切
り
離
し
て
評
何
す
る
二
〉
一

は
許
さ
れ
な
い
リ
ま
た
、
破
崖
占
は
保
証
行
為
の
時
ム
コ
で
は
単
に
債
務
を

負
担
す
る
だ
け
ご
白
ら
何
の
け
山
出
を
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
将
世
保
託
債

務
を
帽
戸
「
し
、
担
保
権
が
実
「
「
さ
れ
れ
ば
そ
の
山
山
相
い
刻

L
C実
質
的
対

日
レ
一
し
て
の
求
償
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
て
、
贈
ド
H
J

の
よ

ろ
な
全
く
対
価
の
な
い
証
佑
行
為
と
は
い
え
な
い
、
?
と

L
て
、
卜
記

3
3

に
つ
一
い
て
多
数
立
見
に
反
刻
す
る
。
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他
方
で
林
裁
判
官
は
反
対
に
三
見
に
お
い
て
川
王
と
る
慣
，
持
者
が
破
産
者

及
び
そ
の
一
族
の
所
有
か
つ
粁
営
に
か
か
る
い
わ

φ
る
凶
族
会
社
で
あ

り
、
破
屋
者
が
そ
の
代
表
者

P
名
実
と
も
に
こ
れ
を
文

R
L、
つ
る
経
背
者

で
あ
る
よ
、
つ
な
関
係
に
あ
っ
て
、
川
債
権
者
が
破
芹
ネ
引
の
保
一

r
Lし
く
は

川
保
の
供
守
が
あ
れ
ゴ
こ
そ
会
社
に
対

L
て
品
川
相
主

L
た
も
の
で
あ
り
、

川
会
社
が
右
出
帽
を
得
ら
れ
な
い
)
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
せ
ロ
昔
前
の
維
持
進

行
に
重
火
な
支
障
を
米
た
す
と
め
、
献
す
川
者
自
ら
こ
れ
に
代
わ
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
余
儀
在
く
さ
れ
た
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
て
、
実
質
的
に
、

破
芹
者
が
会
社
に
対
す
る
守
口
営
住
意
義
務
な
い
し
忠
究
義
務
を
履
行
す
る



と
?
と
も
に
向
己
的
出
資
の
維
持
な
い

L
憎
担
を
阿
る
た
め
保
f
r
L守が一

L
た

も
の
と
い
え
る
、

と
の
要
作
品
化
満
た
す
場
合
に
は
、

破
産
者
向
ら
直
按
な

い
し
問
い
忙
に
経
河
恥
杭
誌
を
受
け
、

破
元
財
団
の
保
全
に
資
し
た
も
の
と

〕
て
、
有
わ
為
は
相
川
…
償
わ
為
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
す
べ
き
、
と
述
べ
、

上
記
忌
に
つ
い
て
多
数
意
見
に
反
対
す
る
。

学
説
は
上
記
(
小
川
川
償
レ
」
は
訟
を
基
準
作
判
断
す
る
か
必
保
↑
乱
債
務
を
履

行
L
た
伎
に
保
一

r人
が
取
得
す
る
求
催
権
は
域
産
芥
に
よ
る
似
託
行
為
の

電対
解 1曲
がと
向い
力え
でる
あか

之"'内
") 

そ
れ
ぞ
れ
判
例
の
判
断
を
官
疋
す
る

他
方
、
滋
主
い
同
一
務
省
と
破
世
者
た
る
保
二
件
人
レ
一
の
河
川
特
別
な
悶
昨
を

と
ら
え
て
甘
憤
性
を
百
定
で
き
る
か
、

の
問
題
に
閉
し
て
は
、
実
務
上
の

多。安
い E青

よ
f) 

附
和
六
二
午
判
決
林
裁
判
直
反
対
空
見
に
う
す
る
見
解
が

三
と
こ
ろ
で
、
上
記
昭
和
六
一
年
判
決
の
事
案
と
の
近
似
性
と
い
う
ト
汁
、

平
件
事
案
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。
川
同

d

」

言

イ

j
i
f
i
、、

』

j

L
一

民事判例flil究

に
、
被
担
保
債
権
の
債
務
者
J
と
物
上
保
↑
祉
人
L
と
の
聞
に
評
接
企
聞
係

が
認
め
&
り
れ
る
2
Jは
A
山
資
の
会
社
で
あ
旬
、

L
は
同
じ
く
A
が
出
資

て
投
げ
一
d

た
会
引
K
が
ふ
エ
領
出
資
L
て
設
リ
J

た
会
社
で
あ
っ
て
、
こ

一
昔
は

M
扶
会
社
で
あ
る
。
ぎ
ら
い
、
一
一
社
的
取
締
役
は
人
で
あ
る
。

オL
Lコ

川
同
一
に
、
形
式
的
に
は
、
被
担
保
債
権
で
あ
る

X
の
J
に
対
す
る
準
法
費

貸
借
債
権
の
契
約
当
E
い
根
低
当
権
設
定
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一

U
主

依
坊
の
負
担
i

と
引
換
に
物
上
保
証
が
き
れ
て
い
る
と
い
、
っ
関
係
に
あ
る
。

J

か
L
、
他
ん
で
こ
の
よ
つ
な
近
似
作
が
あ
り
つ
つ
も
、
ボ
件
ぞ
は
債
務

負
担
行
為
と
物
卜
保
証
行
為
と
の
間
連
性
は
希
薄
ぜ
あ
る
{
核
国
伝
債
権

で
あ
る
X
の
J
に
対
す
る
準
汀
費
貸
借
快
権
の
契
約
当
日
に
恨
抵
当
権
設

疋
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
形
式
卜
は
土
門
務
の
負
判
?
と
引
換
に
物
卜
保
一
弘

が
さ
れ
て
い
る
れ

L
か
し
、
こ
こ

rの
紋
担
保
債
権
で
あ
る

x
m
Jに
対

す
る
侠
権
の
実
質
は

I
が
X
に
対
し
て
負
っ
て
い
た
投
資
企
返
済
債
務
で

あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
物
上
保
証
が
あ
っ
た
か
ら
日
信
を

L
た
、
と
の
関
係

土
、
み
パ
「

I
t
iJ
L
 

叫
す
い
し
保
証
の
無
償
必
「
認
設
当
性
に
つ
い
て
、
時
慣
性
は
債
務
者
の
観
l

古

か
ら
判
断

L
、
史
に
犬
4um
権
の
対
価
科
を
否
定

1
る
ロ
に
つ
い
て
は
、
此

に
概
椅
し
た
と
お
り
、
従
来
の
判
例
及
ぴ
学
説
の
犬
半
が
認
め
る
と
:
λ

一
粒
憤
住
者
の
共
同
担
似
し
f

一
な
る
べ

え
財
匿
の
時
保
と
い
う
否
認
権
の
組
旨
か
ら
す
れ
ゴ
、
凪
問
権
者
円
山
以
梢
に

か
か
わ
ら
ず
伽
…
慣
叫
を
破
崖
者
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と
に

μ
合
理
件
が

認
め
つ
れ
る
)
ま
た
、
求
償
怯
は
保
=
正
人
が
満
此
を
得
て
初
め
て
取
得
す

る
権
利
で
あ
る
え
保
証
料
が
保
証
の
対
価
と
な
る
の
に
、
こ
れ
が
t
ぃ

場
合
い
主
償
催
奇
保
証
の
対
析
と
考
え
る
の

u
一
買
性
を
欠
く
と
長
λ
ら

で
あ
る
私
見
も
こ
れ
に
守
す
る

北決60(2.279)引7
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n
 

れ
る
か
ら
で
あ
る

民
法
上
の
詐

T
行
為
取
ポ
権
と
は
異
な
り
、
川
伸
一
一
正
人

が
鮮
情
的
に
破
綻

L
た
場
合
に
は
、
保
証
行
為
の
詐
害
性
判
断
に
際

L
C

保
弘
に
起
肉
官
る
羽
市
大
の
肘
崖
減
パ
ア
の
ん
甘
並
を
阿
わ
ず
に
、
他
人
の
債
務

を
保
一
=
叫
す
る
行
為
そ
の
も
の
を
ワ
ス
ク
負
担
行
為
と

L
て
否
認
の
対
象
?
と

す
る
以
上
、
負
担

L
た
リ
ス
ク
の
現
実
化
と
し
て
の
求
悩
権
は
保
評
千
為

の
対
い
伯
作
は
な
り
得
な
い
。
本
什
判
斤
は
「
岐
産
行
が
取
得
す
る
こ
と
の

あ
る
べ
き
ぷ
債
権
は
、
当
然
仁
は
判
保
供
与
の
対
価
?
と

L
て
の
経
済
的
利

訴
ド
は
あ
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
」
と
し
て
、
ぷ
憤
権
が
保
評
/
「
為
の
対

日
に
目
当
す
る
と
判
断
し
う
る
場
合
が
あ
る
か
の
よ
う
な
含
み
を
持
た
せ

て
い
る
が
、
保
一

r行
為
の
刻
耐
性
に
つ
い
て
卜
述
の
よ
う
に
栴

1
る
な
ら

ば
、
と
の
よ
う
な
事
清
を
以
て

L
て
も
求
伯
作
惟
が
保
証
行
為
の
対
何
と
剖

日
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
c

一
午
判
決
を
き
っ
か
け
と
す
る
従
来
の
議
論
に
よ
る
と
‘
み
こ
」

昭
和
一
八

か
ら
更
に
十
債
掛
首
と
破
虚
者
た
る
保
証
人
と
の
聞
い
油
絵
な
関
係
が
あ

る
ぬ
ム
ロ
に
、
両
者
を
一
体

J
L
亡
扱
い
、
憤
住
者
が
ヱ
慣
務
者
に
対
し
て

与
位
す
る
こ
と
で
破
存
者
た
る
保
証
人
も
直
後
、
あ
る
い
は
司
接
的
な
利

、
対
を
戸
川
て
い
る
と
し

E
、
証
位
性
を
肖
だ
で
き
る
か
が
問
題
に
な
り
得
た
。

そ
れ
は
、
凶
小
企
業
融
資
に
お
い
て
融
証
者
は
ん
J

信
の
際
に
会
引
の
与
七

不
足
を
そ
の
実
質
的
経
常
者
の
信
出
で
補
填
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
向
か
引
を

一
体
と
し
て
じ
寸
白
対
象
と
し
、
こ
れ
い
某
づ
い
亡
与
信
判
断
を
'
打
つ
亡
い

る
、
と
い
う
実
務
を
、
証
位
否
認
の
無
償
仁
判
断
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
さ

あ
る
。
肘
じ
珪
は
会
社
と
実
質
的
粁
作
者
間
の
み
な
わ
ず
、
判
明
会
析
と
了

会
社
、
あ
る
い
は
川
族
会
社
問
に
も
妥
当
す
る
コ

L
か
J

、
既
に
内
十
げ
た
通
り
、
不
件
で
は
、
王
債
務
芥
と
川
町
世
者
た
る

物
上
保
証
人
と
の
聞
に
、
主
債
務
折
が
間
必
的
に
破
高
音
た
る
物
卜
保
一
孔

人
の
株
式
を
持
ち
、
か
っ
、
取
締
役
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
、
っ
、
非
常

に
宮
持
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
圭
一
憤
務
芥
に
対
す
る
」
丁
伝
と
政

世
険
者
た
る
物
卜

K
証
人
の
財
J
L
E

卜
に
根
抵
当
惟
を
設
定
す
る
行
為
と
の
聞

に
何
2

り
関
連
川
い
は
認
め
γ
つ
れ
な
い
c

!工
侠
務
者
と
破
芹
苦
た
る
似
評
人
医

の
特
別
な
悶
係
を
と
ら
え
と
知
山
間
住
者
一
必
定
で
き
る
か
レ
一
い
う
問
題
川

が
、
中
小
企
業
融
資
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
う
伝
川
内
向
に
与
信
者
が
担
保
権

を
取
得
し
た
と
伝
品
相
し
た
こ
と
に
対
す
る
保
護
の
観
ー
コ
か
ら
、
収
引
の
安

んよ
ι
否
認
権
安
件
該
当
性
判
断
に
折
り
込
ん
ど
恥
償
百
認
同
市
一
構
成
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
本
件

C
形
式
的
に
は
羊
泊
安
貸
併
を
挟
む
こ
と
に
よ
っ
亡

市
債
務
が
新
債
務
に
一
転
換
し
、
ふ
平
債
務
た
る
訴
債
務
ー
と
物
卜
似
証
と
が
引

投
給
付
の
形
に
な
っ
た
と

L
て
も
、
刈
者
苅
仁
何
ら
そ
の
よ
、
つ
な
、
つ
ま

り
、
保
証
人
に
よ
る
保
証
が
め
っ
た
か
わ
献
資
し
た
、
と
の
関
連
性
を
認

め
る
こ
と
は
ご
さ
な
い
の
で
あ
る
か
っ
、
従
っ
て
本
件
は
従
来
保
一
-
一

γ什
為

の
拒
世
間
百
認
該
当
件
が
専
ら
問
題
と

L
て
き
た
争
I
n
d

と
は
、
問
也
状
況
を

呉
い
す
る
、
と
い
え
る
。

北法印(2，280)引8



不
件
事
案
の
特
般
と

L
て
こ
の
点
は
判
旨
で
明
時
に
認
'
疋

さ
れ
て
い
る
ボ
で
は
在
い
が

X
の
土
娠
に
よ
る
と
、
主
債
務
首
が
物
上

保
弘
人
に
対

L
て
債
権
を
有

L
亡
い
る
当
、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
{
こ

四
池
レ
刀
、

民事判例flil究

れ
を
債
権
川
と
す
る
同
会
照
]
ご

こ
の
特
徴
か
ら
、
従
来
保
証
行
為
の
虹
償
否
認
に
つ
き
論
じ
ら
れ
て
き

た
む
の
ー
と
は
別
の
問
題
去
、
が
浮
卜
す
る
。

X
の
恨
抵
当
権
取
得
時
よ
下
債

務
者

J
が
波
産
省
ご
あ
る
物
卜
保
正
人

L
に
対

L
亡
債
権
川
手
有

L
守、い

る
と
す
る
と
、
一
一
れ
と

L
が

J
に
付
し
て
取
得
J
9
る
求
悩
惟
と
相
殺
で
き

る
c

そ
う
す
れ
ば
、
判
例
、
学
説
が
認
め
る
通
り
求
償
権
の
対
日
性
が
認

め
ら
れ
な
い
と

L
て
も
、
憤
権
川
町
名
目
憤
椎
傾
向
限
度
で
h
W
4

憤
品
開
を
凶

門
は
で
き
る
か
、
ゎ
、
そ
の
限
度
で
右
古
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
n

例
、
ズ
ノ
汀
為
が
形
式
的
に
は
詐
J
Z
J

性
を
有
し
て
い
と
と
し
亡
も
、
当
該
/
れ

為
の
配
後
で
破
注
射
』
則
監
の
増
減
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
桐
別
的
事
育
が
存
す
る
場
合
い
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
併
認

の
対
象
ー
と
す
る
必
妥
は
な
い
こ
こ
に
、
右
害
牲
を
否
認
位
行
使
の
一
般

的
要
件
シ
一

L
て
認
め
る
業
曜
が
あ
る
。
ま
た
、
有
害
性
判
断
は
梓
親
的
か

っ
、
そ
の
基
準
同
は
44
円
認
の
対
象
と
な
る
行
為
の
時
と
解
す
る
の
が
一
般

で
あ
る
…
そ
こ
で
か
か
る
基
準
に
従
っ
て
検
討
す
る
に
、

F4件
ご
有
中
性

が
内
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、

L
が
け
己
の
不
動
産
上
に
根
抵
当
権
ヰ
設
'
疋

た
時
占
、
を
基
準
に
、
客
観
此
状
況
か
ら
兄
ご

X
に
対
す
る
恨
祇
斗
権
設

疋
に
よ
っ
て
も
財
産
の
増
械
が
止
じ
な
か
っ
た
、
と
一
口
え
な
け
れ
ゴ
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

X
に
よ
る
根
抵
当
惟
実
/
十
法
い

L
が
J
に
対
し

て
取
侍
す
る
求
償
権
が
情
権
川
と
の
柑
設
に
供
さ
れ
る
こ
と
で
伍
植
を
有

す
る
か
ら
、
財
産
減
少
に
は
E
一
ら
な
い
、
と
い
つ
こ
と
が
必
要

P
あ
る
こ

L
か
し
、
本
件
で
は
政
庄
子
続
開
始
時

ι結
果
と

L
て
債
権
引
が
そ
の
ま

ま
の
形
で
債
権
者
を
変
え

f
に
残
三
、
い
た
が
、
仮

h
L
が
岡
山
抵
当
権
設

疋
後
に

J
が
債
権
川
を
日
間
者
に
対

L
て
設
渡

L
亡
い
れ
ば
、
求
債
権
?
と

相
殺
す
る
二
と
は
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
仮
に

J
が
慣
惟
川
町
債
権
者

の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
求
債
権
以
外
に

L
が
J
に
対

L
て
別
的
債

権
を
有

L
て
い
れ
法
、
そ
の
刈
の
居
間
推
で
円
相
殺
を
望
む
か
も

L
れ
な
い
3

ま
た
、
物
卜
保
祈
設
定
日
没
に
そ
も
そ
も

L
の
介
済
に
よ
っ
て
債
権
、
1
は
消

滅
す
る
か
も
し
れ
な
い
c

ー
し
に
か
く
、

X
が
根
抵
当
権
を
取
得
し
た
時
l

汁、

に
お
い
て
は
債
権
川
が

J
T
f一
了
ん
と
の
買
に
あ
る
と
も
、
ま
た
似
に
帰
属
を

変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
存
在
す
る
と
し
て
も
、
求
償
様
、
と
の
相
殺
に
供
き
れ

る
か
1

と
う
か
、
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
従
つ
亡
、
有
害
住
駅
断
某

準
時
を
百
認
の
対
象
?
と
な
る
行
為
時
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
本
件
で
は
、

求
償
権
と
貸
権
以
と
の
間
に
伴
連
件
が
な
く
、
問
状
祇
当
権
設
定
に
よ
J

て

も
財
産
の
増
減
に
影
唖
ー
を
及
ぼ
さ
な
い
と
の
客
観
作
に
欠
け
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
在
い

北決60(2.281)引9
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五
畳
…
償
否
認
の
成
，
h
を
問
題
と

L
つ
つ
有
害
性
を
百
定

L
た
判
決
と

L

て
、
最
判
平
成
八
年
三
月
二
二
日
(
金
山
一
川
八

O
号

11
有

FH、
H

岬
審
東

京
古
判
平
成
四
年
六
月
二
九
円
、
判
吋
凶
二
九
号
五
九
頁
、
令
法
二
二

四
八
号
三
凶
頁
)
が
あ
る
最
判
ヤ
成
八
年
二
け
一
川
は
、
会
祉
の
経

営
者
で
あ
る
え
婦

A
が
会
社
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
包
括
連
帯
保
一
所
す

る
と
と
も
に
(
こ
の
連
帯
保
証
は
会
社
則
止
が
健
全
で
あ
る
時
に
為
き
れ

た
の
ご
、
再
認
の
対
草
に
は
な
ら
な
い
)
、
、
一
平
債
務
に
対

L
て

A
K
共
に

保
荷
し
た
可
V
4
4

の
会
社
に
対
す
る
求
償
権
に
つ
い
て
も
連
帯
保
一
剖
(
当
該

迎
帯
保
一
札
〆
し
、

X
が
使
椿
占
的
主
め
に
応
じ
亡
弁
済
し
て
求
償
権
を
取

得
後
に

A
が
破
産

L
た
た
め
、

A
内
管
財
人

Y
が

X
に
対
す
る
当
訟
連

帯
保
証
の
虹
憤
再
認
昔
、
十
干
張
し
た
の
に
刻

L
、，
X
が
献
産
官
権
確
'
厄
請
求

J

日
訟
を
蛇
起
し
て
無
償
否
認
の
成
併
を
計
っ
た
李
主
で
あ
る
こ
-
」
で
は
、

X
は
慣
権
者
に
対

L
て
弁
治
す
れ
ば
、
債
権
者
に
代
位

L
て
述
帯
保
証
人

へ
の
求
償
悔
の
範
問
内
で
こ
れ
を
当
然
い
行
使

rJえ
い
る
地
位
に
就
く
F

民

法

Z
1
0
0条
〆
こ
れ
と

A
が

X
に
対
し
て
引
に
負
担
し
た

X
の
会
引
に

対
す

rT4債
権
に
つ
い
て
の
連
帯
保
計
偵
誌
と
は
毛
質
的
に
凶
に
で
あ
っ
て
、

，X
と
し
亡
は
，
A
に
対
し
て
と
ち
ら
か
を
行
使
す
れ
ば
良
く
、

lnを
行

使
す
れ
ば
他
右
は
治
政

1
る
悶
係
に
止
つ
…
従
っ
て
、

A
が

X
の
会
紅
に

片
す
る
求
償
権
仁
つ
い
て
辿
帯
保
証

L
た
え
階

E
、
当
該
連
帯
保
汗
の
右

祉
い
よ
っ
て
も
財
産
変
動
の
危
険
件
い
莱
が
な
い
一
戸
」
は
は
ほ
州
明
ら
か
で

あ
ワ
て
、
有
吉
住
が
な
い
こ
と
は
併
認
の
対
象
と
な
る
行
為
町
に
客
観
的

に
認
め
ら
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
c

北法印(2.28引620

本
件
で
も
侃
償
，
h
F
認
を
回
遊
で
え
る
安
表
が
へ
土
く
魁
い

訳
戸
じ
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
廉
価
で
売
却
し
た
財
高
悩
格
が
そ
の
後
に

下
落
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
雨
前
で
買
い
取
っ
た
財
産
の
恒
倍
が
そ
の
援

に
古
勝

L
た
拐
介
に
有
乞
位
が
あ
る
と
言
え
る
か
、
の
問
題
に
問

L
亡、

有
害
也
判
断
的
基
準
時
を
行
為
時
と
し
つ
つ
も
、
，
h
円
認
権
ノ
「
使
の
時
に
債

権
者
を
吉
す
る
事
実
が
な
く
な
れ
ば
、
否
認
の
要
件
か
欠
け
る
こ
と
に
在

る
、
と
印
刷
主
れ
て
い
る
か

ιで
あ
る
3

こ
れ
仁
問
題
を
引
き
つ
け
て
考
え

六
も
っ
と
も
、

る
と
、
た
と
え
似
証
裂
約
時
に
ふ
干
法
務
半
引
の
保
証
人
に
刻
す
る
債
権
と
将

来
詮
パ
ー
す
る
求
償
権
ー
と
の
キ
述
性
に
ふ
人
け
、
従
っ
亡
客
縦
訓
い
が
認
め
つ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と

L
て
も
、
政
序
手
続
開
始
後
に
、
結
諮
問
仁
お
い
亡
、

負
担
し
た
リ
ス
ク
の
現
実
化
と
し
て
求
悩
権
が
発
生
し
、
こ
れ
と
相
殺
で

き
る
反
刻
債
権
が
あ
っ
て
、
他
に
畑
殺
に
供
さ
わ
れ
る
り
能
干
の
あ
る
保
一
一
弘

人
の
、
一
平
債
務
占
に
対
す
る
債
権
が
無
い
場
合
で
あ
れ
ゴ
、
少
な
く
と
も
計

数
上
は
求
償
権
に
実
質
此
伍
値
が
有
る
と
認
め
ら
れ
、
主
債
務
省
の
保
一
孔

人
に
封
ず
る
償
枠
の
名
目
額
の
限
度
で
保
↑

ι契
約
は
保
主
人
の
財
産
に
影

響
を
与
え
な
か
っ
た
と

L
て
、
有
害
削
げ
を
否
定
出
米
一
心
川
能
性
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
、
っ
。



伺

L
、
通
常
詐
害
行
為
否
認
ご
は
有
存
住
の
立
一
日
責
任
は
川
町
並
管
財
人

が
負
仰
す
る
が
、
甘
い
位
否
認
に
お
け
る
伝
証
の
対
価
性
的
問
題
に
つ
い
て
、

他
人
の
た
め
に
す
る
保
証
が
利
益
v

父
検
酌
な
取
引
合
理
性
に
乏

L
い
行
為

で
あ
る
た
め
に
有
償
と
み
つ
る
だ
け
の
対
耐
の
ほ
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

台
認
を
免
れ
た
い
柑
子
方
に
お
い
て
主
娠
、
立
一
乱
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

こ
ー
と
と
の
均
衡
か
A

り
す
れ
は
、
有
害
性
判
附
の
基
準
時
後
の
事
情
」
よ
り

当
設
保
一
一
正
行
為
に
有
害
H
L
が
な
い
こ
と
の
立
一
=
叫
を
、
川
伸
一
一
正
件
一
権
者

(iE
ー
γ

件

で
は
根
抵
当
他
者

X
)
が
負
う
と
考
え
る
べ
き
む
あ
ろ
、
っ
。

ま
た
、
以
上
の
議
論
は
保
証
人
に
求
悩
楕
が
発
牛
イ
ヲ
る
こ
と
を
苅
提
レ
一

す
る
が
、
+
債
品
者
が
破
並

L
と
い
る
場
合
に
は

ー一
不
作
で
も
そ
う
で
あ

る
が
l
そ
も
そ
も
保
証
人
の
よ
債
冷
告
に
刻
す
る
求
憤
権
の
行
使
が
制
限

き
れ
る
場
合
が
あ
る
」
ー
と
に
気
を
つ
け
る
必
吾
が
あ
る
c

保
汗
人
は
債
権

主
が
破
世
子
続
同
始
時
の
現
'
仔
領
令
割
に
つ
い
亡
破
産

T
続
仁
参
加
L
た

一
〈
)
同
条

民事判例flil究

時
い
は
n
W
4

償
惇
を
も
っ
て
破
崖
手
続
い
参
加
む
き
な
い
し

唄
伊
害
」
、
ま
た
破
産
干
続
阿
始
後
に
保
証
人
が
弁
済
し
た
土
し
て
も
、

債
権
全
額
が
消
滅

L
な
い
限
り
求
償
権
を
行
使
で
き
な
い

(

O
川
条
阿

唄
)
。
物
卜
似
一
証
人
も
同
様
で
あ
る

r

C
四
条
合
項
)
。

さ
ら
に
、
求
問
体
に
実
質
的
伺
備
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
害

件
を
否
定
す
れ
ば
通
吊
の
許
害
/
仁
ぬ
否
認
規
'
疋
(
一
六
り
長
項
)
の
適

肘
も
認
め
ら
れ
な
く
在
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
有
吉
川
υ
が

t
…い
F
P
L
一

を
岬
由
に
愉
償
否
認
の
適
刑
を
回
避
す
る
こ
と
を
凱

L
く
す
る
一
要
素
?
と

な
り
う
る
c

判
斤
は
相
殺
の
可
能
性
に
よ
る
求
償
権
的
実
質
此
柄
伯
の
問
題
字
一
求
償

権
の
対
価
性
の
間
姐
と

L
て
拙
ら
え
て
い
る
が
、
上
注
の
ヨ
り
そ
も
そ
も

求
償
権
を
物
卜

k
J祉
の
対
価
と
許
価
す
る
人
心
地
は
な
い
。
む
し
ろ
、
求
償

権
の
実
冒
臥
伍
情
の
問
題
は
行
為
的
心
雪
仕
の
問
題
ー
と
し
て
抱
握
す
べ
き

で
あ
フ
ベ
号

L
て
、
本
刊
で
新
京
的
に
破
並
手
続
開
始
時
に
債
権
山
が
存

存

L
、
か
っ
そ
の
帰
属
を
変
え
亡
い
な
い
こ
と
を
与
え
れ
ば
、
債
権
い
の

限
皮
で
有
吉
引
が
内
?
疋
さ
れ
る
可
能
件
が
あ
る

偏
頗
行
為
否
認
の
成
否
に
つ
い
て

(
争
点
一
一
)

一
他
人
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
の
物
上
保
証
は
、
財
産
減
少
の
恐
れ

を
生
じ
さ
せ
る
リ
ス
ク
負
担
行
為
と
し
て
、
対
何
を
全
く
得

C
い
な
い
場

合
に
は
鼎
悩
再
認
規
定
(
六
〈
リ
JAr=
項
」
、
対
価
を
包
領
し
て
い
て
も

保
証
行
為
と
そ
の
対
価
と
の
均
衡
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ゴ
詐
害
ノ
「
為
市
門
認

規
定
(
一
六
〉
条
項
」
に
よ
る
f

刊
誌
の
汁
象
と
な
り
得
る
コ
も
J
?
と
も
、

平
件
の
よ
う
に
、
+
債
務
者
が
初
卜
保
=
正
人
に
対
し
と
債
権
を
有
し
て
い
た

北決60(2.283)621

場
合
に
は
、
当
該
物
上
保
証
行
為
は
中
純
な
財
産
減
少
行
為
ご
は
な
い
実

質
を
有

L
得
る
リ
と
い
う
の

μ
、
一
)
の
場
合
の
憤
権
者
は
、
、
+
債
務
庁
が
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物
上
保
一
一
一
凡
人
か
ら
物
上
保
正
人
の
他
の
債
権
者
に
先
立
う
て
託
け
る
弁
済

を
主
債
務
者
の
代
わ
り
い
受
領
L
た
い
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
、
当
該
弁
済
ド

代
わ
る
物
卜
保
一
T
H
は
単
純
な
財
産
減
少
行
九
で
は
な
く
情
住
者
間
の
公
平

を
害
す
る
伺
頗
わ
為
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
を
法
律
構
成
す
る
と
、
本
刊
で

X
が
+
仁
張
ず
る
通
り
、
下
債

務
者
が
物
卜
保
一
J
人
に
対
し
て
有
し
て
い
る
債
権
を
被
担
保
債
権
と
し
て

祇
当
権
そ
誌
記

L
、
こ
れ
が
、
十
債
務
粁
に
よ
る
物
上
保
E

瓦
人
の
他
の
債
権

高
ド
刻
す
る
市
脱
/
「
為
と
評
何
さ
れ
、
百
に
こ
れ
を
債
権
者
が
ふ
干
債
務
者

に
対
し
て
有
し
て
い
る
侠
権
を
い
保
す
る
た
め
転
転
当
に
供
す
る
一
」
と
で

債
権
者
は
市
頗
わ
為

H
的
物
の
転
得
ヰ
引
の
地
U
N
に
山
つ
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。し
か
し
、
当
該
行
為
が
昨
沌
な
財
芹
減
少
J

行
為
な
の
か
、
あ
る
い
は
偏

頗
ノ
仁
為
に
該
当
す
る
の
か
、
の
γ

山
門
司
凶
類
刑
判
断
に
つ
い
て
、
管
財
人
に
、

現
世
人
い
き
れ
た
法
律
訂
為
以
外
に
取
引
全
俸
の
経
過
か
ら
そ
の
料
済
的
侃

属
的
所
在
を
見
て
判
断
さ
せ
る
事
は
照
材
で
あ
る
し
、
実
際
に
お
い
て
因

説
で
あ
ろ
、
っ
。
ま
た
、
い
か
仁
他
の
法
律
構
成
が
可
能
で
あ
っ
た
と
J

て

も
、
否
認
権
の
対
象
は
唱
実
に
当
事
行
が
行
っ
と
行
為
(
あ
る
い
は
そ
の

効
果
)
で
あ
る
一

従
っ
と
、
本
刊
に
お
い
て
、
実
際
に
債
権
川
に
ほ
当
権
が
設
定
与
れ
た

討
で
は
な
く
、
転
祇
当
も
な

5
れ
な
か
二
た
以
卜
、
転
抵
当
と
の
究
質
的

位
宇
一
理
的
仁

L
の
物
上
保
J
V
J
E
偏
照
行
為
と
見
る
こ
と
や
否
定
L
た

北法印(2，284) 622 

判
旨
は
正
当
ぜ
あ
ゐ
。

不
件
で
偏
頗
わ
ぬ
否
認
規
'
疋
の
適
用
を
否
山
疋
す
る
以
卜
、
一
一
九
二
条
、

一
六
九
一
条
三
項
の
問
係
に
つ
い
亡
は
事
長
の
解
決
に
直
立
船
び
つ
い
て
い

な
い
が
、
こ
の
主
に
つ
い
て
も
一
応
枚
引
す
る
コ

一
般
的
に
は
、
支
払
不
能
後
あ
る
い
は
そ
の
口
一
日
前
に
既
存
の
債
務

を
紋
担
保
貸
出
惟
と

L
て
担
保
の
設
定
が
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
が
利
目

的
軽
減
や
弁
汚
引
の
狛
，
?
と
い
っ
た
対
'
U
な
く
し
亡
義
務
な
く
さ
れ
た
場

企
に
は
、
論
理
的
に
は
ハ
二
条
一
反
一
号
と
共
に
、
ハ

O
条
三
市
恨
の

適
用
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
一
六
ひ
条
三
羽
の

t
憤

行
為
の
胤
一
型
は
贈
与
一
ぐ
あ
っ
て
、
取
引
行
為
で
は
な
い
場
南
で
の
人
坦
刷
を

予
定

L
て
い
る
れ
そ
の
よ
う
な
場
開
に
お
け
る
財
序
減
少
行
為
だ
か
ら
こ

そ
ハ
(
〉
久
圭
取
の
適
用
法
件
と
し
て
当
事
者
の
士
観
酌
要
件
が
全
く
課

き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
純
客
観
的
見
地
か
ら
否
認
が
認
め
ら
れ
る

所
以
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
J
9
れ
ゴ
、
ヨ
常
の
商
取
引
の
〕
で
弁
済
が

き
れ
た
が
、
そ
れ
が
本
来
的
な
烹
劫
の
沿
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
在

場
面
に
お
い
て
一
八
円
、
条
三
項
の
適
用
は
な
い
と
断
す
べ
き
で
あ
る
…

従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
介
に
つ
い
て
は
も
っ
ゴ
ら
一
八
一
条
一
頃
一
号
が

適
用
き
れ
る
け
抽
象
此
に

?
ハ
条
し
r
一
人
つ
一
条
二
頃
の
成
斗
要
件
の
違
い



及
び
ハ
一
条
内
通
円
か
ら
ハ
一
条
内
適
用
句
面
に
お
い
て
も
六
心
条

=
頃
の
通
用
が
排
除
さ
れ
な
い
旨
述
べ
お
刊
旨
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

信
義
則
違
以
の
合
無
に
つ
い
て

(ι
予
巾
…

原
町
は
第
次
此
に
、

K
が

L
に
対
す
る
債
権
者
で
あ
る
場
合
げ
は
、

K
の
唯
一
の
株
キ
及
び
取
締
役
は
共
に

A
で
あ
り
L
の
取
締
役
も

A
だ
か

ら、

L
が
本
刊
抵
当
権
を
設
定

L
た
こ
と
で
、

K
は

X
が
K
に
優
先

L
C

本
件
小
動
産
か
A

つ
俊
先
し
て
本
件
不
動
た
か
・
つ
債
権
回
収
を
阿
る
こ
と
を

黙
認

L
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、

L
が
低
産
J

た
こ
と
を
理
由
に
白

民事判例flil究

ら
認
め
た
宇
-
と
を
覆
す
こ
と
は
信
義
則
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
と
下
張
す

る
c

こ
の
、
十
張
は
、

L
ーと

K
R
C
成
立
し
て
い
た
臥
不
の
v判
定
を
覆
す
よ

う
在
効
果
を
も
た
ら
す
否
認
権
行
伎
を
行
財
人
が
ノ
十
っ
た
事
や
問
題
視

L

て
い
る
の
か
(
つ
ま
旬
、
当
事
者
と
管
財
人
合
川
視
し
て
、
そ
の
よ
、
つ
な

管
財
人
が
民
ボ
の
約
?
疋
を
積
す
行
為
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
い
祭
反
青
に
違

反
す
る
と
い
う

E
昧
で
)
信
義
則
に
反
す
る
と
ー
土
張

L
て
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
、

K
の
L
に
対

1
る
世
惟
「
世
住
川
・
区
参
照
一
を
Y
A
と
の
関

係
に
お
い
て
劣
後
さ
せ
る
ど
の
黙
示
の
約
定
が
成
心
し
て
い
る
の
に
、
破

産
管
財
人
の
h
門
誌
に
よ
り
そ
れ
が
覆
さ
れ
る
粘
車
と
な
る
こ
と
を
問
抱
視

て
そ
の
よ
う
な
結
論
を
も
た
ら
す
、
)
と
が
伝
説
則
違
反
「
め
る
と
↓
下
張

L
C
い
る
の
か
、
原

E
Xが
ど
ち
ら
の
青
山
昧
P
伝
p

有
則
違
反
や
主
張

L
て

い
る
の
か
に
つ
い
亡
は
不
明
む
あ
る
が
、
判
旨
は
常
者
の
よ
う
に
と
、
わ
え

た
卜
で
「
本
件
で
命
日
出
桂
を
行
使
し
て
い
る
の
は

L
の
破
崖
管
財
人
で
あ

る
被
ιυ
で
あ
り
、

J
な
い

L
K
で
は
な
い

{
L
た
が
っ
て
、
原
山
と

J
在

い
L
K
の
聞
の
伝
義
則
を
出
提
と
す
る
原
告
の
主
張
は
、
そ
も
そ
も
そ
の

前
提
を
誤
f
d

て
お
り
採
用
で
き
な
い
ゴ
ー
に
す
る
J

破
産
管
財
人
の
法
律
上
の
地
い
忙
を
い
か
に
解
寸
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
が
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
管
制
珂
域
情
人
情
説
を
前
捉
と
す
れ
ば
、
破

産
管
財
人
は
破
産
法
律
関
係
に
お
い
て
破
産
者
と
は
独
立
の
法
主
総
い
と
み

な
さ
れ
る
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
判
旨
は
ヨ
説
の
立
場
か
ら
も
支
社
引
き
れ

トー品-つノ
O

X
の
土
阪
を
故
者
の
よ
う
γ
捕
ら
え
た
と

L
亡
も
、
こ
の
よ
う

な
特
章
一
の
債
権
の
み
に
劣
徒
す
る
じ
円
の
約
定
(
相
対
的
劣
後
桁
約
)
は
、

そ
れ
白
俸
破
産
手
紘
上
も
か
か
る
合
意
い
従
っ
た
処
理
を
す
る
と
な
る
と

管
制
半
務
の
円
出
な
遂
行
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
ー
と
か
ら
、
そ
も
そ

も
当
該
合

E
に
従
っ
た
処
理
が
さ
れ
る
こ
と
は
破
守
片
手
続
卜
弘
証
与
札
て

い
な
い
。
従
っ
て
、
管
財
人
に
よ
る
破
斥

f
続
遂
/
む
の
迅
程
で
か
か
る
約

疋
に
反
す
る
以
り
机
い
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
伝
長
則
違
反

と
は
な
ら
な
い
。

{也
方
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さ
ら
に
、

x
u一
次
肘
い
、

J
が
L
に
対
す
る
憤
権
行
ぜ
あ
る
場
人
門
に
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は
、
否
認
に
よ
り

X
は
ー一
不
作
河
川
抵
当
権
を
失
う
不
利
訴
を
有
す
る
の
に
対

!
、
債
権
…
引
の
債
務
者
た
る

J
は
本
件
根
抵
当
権

H
的
不
動
崖
よ
り
配
当

を
得
る
有
益
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
均
衡
を
失
し
、
信
義
則
に
反

す
る
と
王
張
オ
る
)
こ
れ
は
妓
産
債
権
者
の
女
川
判
保
と
な
る
べ
き
一
破
汗

財
凶
則
嵯
の
充
実
と
い
う
行
認
権
j
使
の
本
来
的
な
機
能
を
貫
徹
き
せ
る

べ
き
か
し
」
、
っ
か
、
f
h
n

認
権
行
使
に
際
し
て
、
取
引
の
安
全
あ
る
い
は
債
権

占
買
の
利
害
制
整
と
い
っ
と
判
断
↑
喪
主
を
付
加
す
べ
き
か
ど
、
っ
か
に
つ
い

て
、
否
認
悔
の
発
能
論
い
も
関
わ
る
仙
値
判
断
の
問
題
で
あ
る
と
巴
わ
れ

る
が
、

fmu
認
権
は
、
某
本
的
に
は
債
務
者
の
財
産
処
分
行
為
肉
体

1
7相
同

三
♀
、
の
結
束
帰
同
す
る
に
E
一
っ
た
権
利
の
有
山
本
一
決
す
ワ
ぬ
も
の
で
あ
る

以
上
、
や
は
り
ヴ
誌
権
に
他
者
と
の
利
告
制
整
を
げ
る
機
能
を
持
た
せ
る

こ
ー
と
は
雄

L
い
と
青
わ
ざ
る
を
得
な
い
c

従
っ
て
、
否
認
怯
行
伎
の
結
果

他
者
と
の
関
係
仁
お
い
て
仮
仁
均
簡
を
失
ず
る
と
日
わ
れ
る
よ
う
な
き
訟

が
生
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
信
義
則
違
反
が
問
題
と
な
る
一
一
と
は

な
い
ご
も
一
っ
と
も
、
破
産
法
で
は
、
特
に
右
害
牲
が
古
い
物
、
償
，
許
認
を
除

い
て
否
認
権
J

「
使
に
際

L
て
受
益
者
の
土
観
的
決
件
を
要
求

L
、
さ
ら
に
、

従
米
判
例
学
前
は
併
誌
の
一
般
酌
要
件
と
し
て
の
前
述
の
有
害
叫
及
び
不

当
性
の
概
念
を
州
い
る
こ
ど
で
個
別
旦
休
的
主
主
情
に
基
づ
く
結
論
の
不

具
合
を
調
埜
d

亡
お
り
、
取
引
の
安
八
十
あ
る
い
は
債
権
者
苅
の
利
害
調
整

と
い
っ
と
要
素
は
-
一
の
範
囲
内

r加
味
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
;
)
で
の

不
当
M
L
と
は
、
破
産
秩
序
よ
り
両
次
の
淳
一
秩
〕
け
や
引
会
経
済
秩
序
に
山
町
i

ら

!
た
と
き
に
、
侃
産
債
惟
苔
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
も
受
益
者
の
利
訴
を
保

持
さ
せ
る
土
の
要
請
に
基
づ
く
再
認
胤
J

止
ー
川
能
性
悶
却
辛
南
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
J

利
害
位
概
念
に
同

L
て
も
、
現
行
法
で
は
内
認
惇
規
定
の
整
備

に
よ
り
当
該
M
M
念
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
回
が
大
帳
に
減
少
し

た
土
評
れ
き
れ
て
い
る
こ
土
を
併
せ
て
考
愚
す
る
と
(
注
削
求
。
間
二
百

認
の
般
的
要
件
に
よ
る
利
治
剖
整
は
排
除
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
ご
く
限

疋
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
c

本
件
で
は
市

E
述
べ
た
通
り
有
害
昨
の

存
在
白
俸
に
恥
問
が
あ
る
が
、
仮
に
令
書
仕
が
肯
定
さ
れ
る
と
J
9
れ
ば
行

認
権
行
慢
の
粘
巣
当
事
者
が
土
張
す
る
よ
う
な
結
論
が
生
じ
た
と

L
て

も
、
そ
の
よ
う
を
不
均
術
な
結
前
が
置
ち
に
岐
産
法
秩
序
に
卜
位
の
法
秩

声
に
反
す
る
と
は
青
い
難
い
に
も
っ
と
も
、
一
般
論
ー
と
し
て

μ
知
慣
れ
戸
認

の
砧
ム
ロ
で
あ
っ
亡
も
、
限
定
的
な
が
ら
七
百
性
、
不
当
性
の
観
円
か
ら
個

別
共
体
的
空
清
を
加
味
し
た
結
也
一
山
の
妥
当
性
を
問
、
つ
余
地
は
あ
る
}
そ
の

き
味
に
お
い
て
は
、
昨
い
己
目
が
結
べ
る
よ
う
に
術
、
償
併
認
の
場
介
に
債
権
有

苅
の
利
益
調
整
を
行
、
つ
こ
と
が
必
ず

L
も
予
定
与
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
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四

破
産
財
団
の
換
何
時
期
に
つ
い
て

(
争
点
四
)

彼
産
財
凶
の
換
析
時
間
い
つ
い
亡
、
旧
法

f
で
は
尿
則
と
し
て
管
財
人



(
旧
政

は

般

の

慣

桂

川
一企
の
終
了
前
に
政
，
片
財
』
の
換
制
を
な

L
え
ず

産
法
一
九
ハ
条
項
)
、
例
外
的
に
破
昨
財
団
に
属
す
る
財
産
を
毘
滞
な

く
換
桁
し
な
け
れ
ば
破
亙
財
団
に
接
害
を
与
え
る
虞
あ
る
場
什
に
は
陪
杏

委
問
、
の
同
直
か
、
あ
る
い
は
院
全
委
員
な
い
埼
介
に
は
裁
判
所
の
許
可
を

得
て
換
仙
山
来
る
己
円
の
定
め
ら
れ
て
い
た
(
旧
破
存
法
一
九
六
条
二
項
」
い

こ
の
趣
旨
い
つ
い
亡
は
、
配
当
に
あ
ず
か
る
べ
き
債
権
額
が
不
明
ご
は
、

検
仙
右
針
を
き
め
る
一
」
と
も
困
難
だ

L
、
ま
た
、
い
討
な
換
価
に
よ
っ
て

強
制
和
議
の
実
効
を
牛
へ
わ
せ
て
は
な
」
り
な
い
か
ら
で
あ
る
と
説
同
き
れ
ど

い
た
し
か
し
現
実
に
は
、
破
産
財
川
県
民
の
財
庄
が
破
烹
秩
栓
の
総
額

を
上
凶
る
た
め
に
換
価
す
べ
き
財
序
内
範
囲
を
限
心
疋
す
る
必
要
が
あ
る

14

件
は
柿
で
、
む
し
ろ
時
聞
の
経
過
と
共
に
破
崖
財
川
帰
属
財
崖
の
何
故
析
が

下
落
し
、
他
力
で
保
管
判
及
び
困
?
疋
資
売
税
主
ど
財
凶
障
問
住
の
増
加
を
も

晴
、
す
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
口
法
卜
に
お
い
ど
も
、
法
正
卜
は
例
外
的

と
さ
れ
る
扱
い
が
実
務
で
は
一
般
的
な
運
刷
で
あ
f
J

た
と
い
わ
れ
る
。
そ

民事判例flil究

F

」
で
新
訟
で
は
管
財
人
の
換
何
時
期
を
制
限
す
る
規
ー
一
止
は
削
除
さ
れ
る
己

と
?
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
現
行
法
で
も
実
際
に
管
財
人
が
行
っ
た
破
芹

布
の
則
崖
換
前
が
後
か
ら
み
れ
ば
漬
切
な
時
期
に
れ
わ
れ
な
か
っ
た
と
討

而
し
う
る
こ
と
は
あ
る
だ
う
つ
)
し
か
し
、
市
山
下
で
は
、
破
産
財
川
刊
の

管
却
な
ら
び
に
換
怖
の
実
地
は
原
則
と

L
て
管
財
人
の
白
山
裁
量
に
任
せ

ら
れ
、
旧
法
一
九
六
条
項
の
破
昨
則
団
の
換
桁
持
則
制
限
叔
?
廷
に
違
反

L
た
換
価
が
な
主
れ
た
場
合
ご
あ
っ
て
も
、
原
則
的
に
は
破
産
管
財
人
の

持
管
注
目
義
務
を
問
い
う
る
に
止
ま
っ
て
い
た
J
P
の
こ
と
か
-
わ
す
れ
ば
、

現
引
法
の
下
で
似
に
管
財
人
に
よ
っ
て
適
町
で
な
い
時
期
に
財
産
換
日
が

な
さ
れ
た
と

L
て
も
、
そ
の
行
為
的
違
法
仁
は
間
記
?
と
な
ら
ず
、
前
J

ら
破

産
管
財
人
の
り
吉
管
注
意
義
務
違
反
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
「
破
産
法

u
、
破
時
財
団
の
換
伯
時
期
つ
い
て
特
段
の
札

似
を
設
け
て
い
な
い
こ
か
か
る
趣
旨
に
開
ら
せ
ゴ
、
現
行
弘
は
破
産
財
国

的
換
耐
と
破
産
債
権
の
確
定
を

γ
仁
し
て
進
め
る
一
戸
」
を
司
w廿

L
て
い
る

と
解
さ
れ
る
い

L
た
が
っ
て
、
本
件
小
動
産
の
扱
日
手
続
号
、
破
産
債
権

の
確
{
疋
よ
り
先
行
さ
せ
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
違
法
と
評
価
す
る
こ
と

は
む
き
な
い
と
し
て
、
管
財
人
に
よ
る
財
同
財
高
換
価
行
為
を
違
法

と
一
計
制
し
、
つ
る
余
地
を
残
宇
判
旨
に
は
税
問
が
あ
る

千T

ベつ

7
1ノ
'
」

j
j
i
l
 

L
に
対
す
る
債
権
刊
が
!
に
伺
同
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

K
に
附
属
す

る
の
か
、
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
の
か
に
つ
い
て
裁
判
川
は
明
醇
な
認
'
疋
を

L
て
い
な
い
)
ぶ
判
事
案
は
、

A
は
J
、

L
及
び

K
の
攻
給
役
、
か
っ
、

J
及
び

k
m
昨
一
円
株
主
で
あ
っ
亡
、

K
は

L
のん
+η
一
分
を
台

L
て
い
る
、

と
い
う
関
係
に
め
り
、
こ
の
こ
と
か
」
り
す
れ
ば
、

L
-
)
目

K
聞
の
結
合

北決60(2.287)625
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の
佐
合
い
が
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
半
休
と

L
て
の
破
産
処
理
で
は

L
の
債

権
布
が
受
け
る
配
当
と
J
の
債
権
折
が
受
け
る
配
当
主
的
閉
じ
ぱ
ら
つ
き

が
生
じ
て
公
平
な
配
当
が
実
現
さ
れ
な
い
為
に
、
併
合
処
即
が
必
要
な

A
ι
r
L
 

ケ
ー
ス
で
あ
る
と
訟
め
ら
れ
る
よ
う
に
も
巴
わ
れ
る
(
現
に
本
件
で
は
、

L
と
J
の
管
財
人
は
阿
人
物
が
判
当
し
て
お
り
、
手
続
的
な
併
合
処
却

が
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
但
し
、

K
に
つ
い

E
は
倒
距

処
理
手
続
を
開
佑

L
C
い
な
い
v
)

本
件
が
仮
に
そ
の
よ
う
主
ケ

l
ス
に

当
て
は
ま
る
と
す
る
な
ら
、
債
権
の
川
也
に

つ
き
山
明
確
に
認
定
を
し
ぐ
い

な
い
裁
判
所
的
態
度

b
埋
解
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
c

し
か
し
ν
、
本
件
で

は
行
認
権
の
成
合
が
問
題
ー
に
な
っ
て
お
り
、
L
に
対
す
る
偵
俸
の
所
存
如

何
に
よ

っ
て
は
そ
の
成
否
に
影
響
が
生
じ
得
る
以
上
、
裁
判
所
は
当
該
債

権
の
所
在
に
つ
い
て
明
信
に
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
υ

(
1
)
伊
藤
信
(
『
破
産
リ
民
事

Rι
一
法
(
第

張
問
、
一

0
0
九
、

へ
2
)
功
上
保
証
も
主
執
務
者
が
介
済
す
れ
ば
判
保
権
が
実
わ
さ
れ
ず

に
済
む
と
い
う
点
で
広
義
の
保
証
に
含
ま
れ
、
評
的
五
円
訟
の
場
面

で
は
、
物
上
保
祝
と
保
証
は
問
機
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
従
h
J

て、

以
後
、
本
稿
で
も
保
記
に
物
上
保
一
止
を
含
む
も
の
と

L
て
扱
、
ー

も
っ
と
も
、
保
読
の
よ
、
つ
に
補
充
引
は
な
い
の
で
、
物
上
保
証
人

版
ぜ
』
八

戸同

〈
有

の
債
権
者
に
対
す
る
共
同
担
保
と
な
る
べ
き
財
監
の
滅
多
リ
ス
ク

は
似
証
よ
り
も
而
い
も
の
土
評
桁
で
き
ょ
う
。

(1
)
伊

験

前

掲

注

(1
)
、
問
。
七
頁

【

4
)
保
証
債
務
や
連
吊
債
務
に
関
し
て
は
そ
の
負
担
が
実
質
的
に
ど

れ
だ
け
消
極
財
産
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ど
れ
だ
け
共
同

担
臥
を
減
少
さ
せ
る
・
-
と
に
な
る
か
‘
的
回附占、
か
ら
、
詐
宮
惜
の

有
無
、
詐
害
の
限
度
が
判
ー注
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
保
証
附

務
の
負
担
に
つ
い
て
の
詐
官
位
の
有
川
、
そ
の
限
ば
の
問
題
は、

叩
資

h
判
断
の
際
に
ど
の
限
度
で
債
務
量
的
消
極
財
産
的
巾
に
宵

入
さ
れ
る
か
の
問
地
と
重
な
る
と
さ
れ
る
、
興
庁1
uヨ
占
4
e
債
権
総

論
F
世
相
補
阿
川
)

周

三

O
二
向八

(
悠
々
計‘

o
o
c、
奥
凶
邑
道

橋

『
一
片
釈
民
法

(
一
O
ご

八

一
凶
頁

[
下
森
定
]
「
有
些
問
、
昭

和
六

年
可
こ
の
点
に
つ

き、

保
話
人
は
.
保
証
債
務
の
負
担

に
よ
っ
て
直
ち
け
財
汗
此
犠
牲
を
実
質
的
に
蒙
る
も
の
で
な
い
か

ら
、
保
一
L
人
が
A
Jパい

M
L
P一債
務
が
保
一
一
V
債
務
で
あ
る
こ
と
を
保
一
弘

人
が
?札
一
乱
す
れ
ば
、
当
該
債
務
は
債
務
昔
の
消
極
財
産
か
っ
除
外

さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
保
一
注
債
務
の
負
担
が
実
質
的
に
も

保
評
人
た
る
債
務
省
財
産
に
犠
牲
を
及
ぼ
す
が
如
き
特
別
の
事
由

あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に

つ
い
て
債
権
首
が
す
託
す
る
費
任
を
負

う
と
の
立
場
と
し
亡
、
杉
之
原
舜
一

・
判
例
民
事
法
町
四
中
度

六
事
件
許
釈
入

一
買
-
民
事
法
判
例
研
究
会
)
、
松
収
佐

一

『民

法
掩
娯
債
権
総
論

(
新
版
ご
一

O
七
県

(有
斐
問
、
昭
和
川
作
)
2

保
抗
し
た
情
務
者
が
、

+Tr，
る
債
務
省
に
十
分
な
資
力
が
あ

ワ
て

北法日0(2・288)626
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そ
の
債
権
者
は
保
正
人
に
詰
ぷ
す
ふ
こ
と
を
要

L
な
い
こ
と
を
土

技
し
た
と
き
は
松
山
せ
な
い
と
の
立
場
と
し
て
、
於
保
不
一
枕
a
憤

権
総
論
(
新
版
亡
一
八
八
盲
目
(
有
斐
問
、
昭
和
問
七
作
)
、
楠
木

町
高
「
同
本
多
1

吾
川
補
訂
」

『判
例
債
権
法
総
論
F

初
訂
版
)

a

二
。

一
一
員
(
有
斐
岡
、
昭
和
何
穴
年
)
、
保
一
位
債
務
は
市
極
財
産
を
憎

灯
与
せ
る
行
為
だ
か
ら
、
人
的
担
保
の
負
担
も
詐
害
行
為
と
な
り

う
る
と
す
る
止
場
と
し
て
、
川
井
健
1

民
法
域
諭
』
一
入
計
良
(
有

安
問
、
二

0
0
一
J

保

F
債
務
は
補
充
佐
を
有
す
る
こ
と
を
期

出
に
、

!ヱ
情
務
者
に
十
分
な
資
力
が
め
っ
て
情
権
者
が
保
弘
人
に

対

L
て
請
求
す
る
こ
と
を
民

L
な
い
こ
と
を
被
f

口
が
、
+
張
す
れ
ば

憤
権
行
は
詐
宵
行
為
取
消
権
を
白
し
な
い
と
の
判
例
が
あ
一
ゐ
(
大

判
附
和
判
咋
一
月
一
何
円
民
集
八
巻
三
号
二
ハ
六
百
戸
一
{
}

一
、
日
)
西
村
信
雄
編

『注
釈
民
法
へ
一
一
)
「
一
五
百
円
[
西
日
刊
行
川
雄
」

(
有
斐
問
、
一
九
六
在
)
、
保
一
計
料
同
実
務
保
証
し
た
債
務
額

の
一
三
百
と
主
れ
る
、
一
日
曳
正
ト
パ
一
緊
分
時
、
卜
干
に
保
三
江
を

取
り
、
戦
、
っ
一

N
R
L
三
九
八
号
四
回
同

(
り
)
後
込
注

(
8
)
参
聞
こ

比
較
法
の
観
点
か
ら
イ
い
け
わ
え
る
と
、
会
社
経
常
者
に
よ
っ
て

き
中
る
会
社
債
務
の
保
一
L
行
為
の
無
償
作
に
つ
い
て
、
ブ
ヲ
ン
ス

で
は
決
が
国
の
い
で
品
レ
一
煩
似
の
般
車
院
判
決
Mr
あ
る
c

別
蛇
ー
と

L
亡
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
支
払
停
止
後
の
全
て
の
証
償
譲

渡
行
為
は
当
松
川
効
と
さ
れ
(
円

P
E
E
「
「
主
に
H

』
一
三
、

裁
判
州
は
支
払
件
け
目
別
八
ヶ
月
以
内
の
年
悩
説
法
行
為
を
世
幼

に
で
き
る
(
円
円
O
E
E
「
「

2

N

H

E

)

対
価
な
く

L
て
な

さ
れ
た
保
計
行
為
も
上
司
規
定
に
よ
っ
て
年
】
切
と
き
れ
る
が

(
P
E
2コ
了
↓
ど
亡
二
二
ま
戸
お
三

2
一
回
一
三
日
也
氏
て
会
社

の
債
務
に
つ
い
て
の
保
一
祉
が
公
社
経
治
省
に
よ
っ
て
さ
れ
た
場
合

に
は
経
常
者
は
会
引
の
順
調
な
経
営
に
つ
き
個
人
的
利
採
を
有
す

る
こ
と
を
述
内
に
拡
悩
行
為
で
は
な
い
と
す
る
(
円

5
3
2口】

-

A

示

2

3

3」υ
も
つ
土
も
、
親
会
見
引
が
子
会
引
の
債
務
を
保

一
一
比
ー
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
企
n
モ
グ
ル
ー
プ
を
結
び
つ
け
る
利
話

連
叩
を
理
山
に
斗
然
'
即
…
効
を
免
れ
る
と
の
有

b
説
も
あ
る
が

(
勾
一
台
ハ
一
一
戸
三
刃
G
E
e
-
亡白
-
C
三
三
)
2
5
亡
の
勺
才
三

(
U
2
ヨ
三
コ
ヨ

叶
コ
ピ
向
。
。
⑦
立
回
。
ニ
η
。
5
5
命「
E
P
]
門
司
]
{
寸
が
ハ
同
「
ロ
ロ
』
一
同
C
C
hい

コG
U
-
-

豆
、
こ
れ
か
一
円
{
た
す
る
破
棄
院
判
決
が
あ
る
(
円

5
u

内三〕
f
N
山町一〈』

H
C
3
5
)
n

一7
」
必
に
つ
き
、
岐
産
目
を
基
牟
と
」
9
る
寸
ぬ
ー
と
し
て
、
作
方
沖
「
判

批
」
民
商
九
八
巻
ハ
号
七
九
-
h
h
(
(

九
一
八
八
)
、
白
川
明
一
判
批
」

、
ン
コ
リ
三
-
品
川
目
一
三
一
七
円
、
凶
原
膝
夫
「
判
抗
告
法
八

一
一
号
一
ハ
ソ
頁
、
佐
蒋
鉄
山
一
判
批
」
ジ
ュ
リ
九

0
1
1守
人
間
頁
、

佐
藤
秀
夫
他
編

『注
断
続
産
法
・
第
一
一
版
(
よ
工

四
七
九
百
(
「
宗

圧
弘
彦
]
、
伊
藤
口
県

「
れ
枇
一
判
時
一
七
二
日
一
け
九
円
、
、
竹

下
子
大
他
漏

a
k
コ
ン
メ
/
タ
ー
ル
破
産
法
-
六
一
一
頁
[
山
本

和
彦
」
(
古
林
書
院
、
一

C
C七
コ
債
権
者
の
山
討
の
有
無
も
併

せ
て
福
山
悼
す
べ
き
と
す
る

ν場
と

L
て
川
蒸
7
1
治

『破
断
法
研
究

(
第
巻
一
一
』
七
頁
一
有
主
問
、
一
九
阿
一
一
)
、
菊
井
絵
大
・
判

北決60(2.289)627
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例
川
氏
宮
司
法
昭
一
一
年
度
一
立
皇
i

件
一
許
釈
四
三
四
頁
(
民
IR

け
法
判

例
耐
究
会
て
中
両
正
「
摂
憤
十
小
門
誌
の
根
拠
E
限
界
一
法
と
政
治

四
一
刑
事
】
一
日
二
日
弁
。
頁
二
九
九
心
)
ご
切
に
つ
き
十
円
定
説
に

た
っ
見
解
と
し
て
住
古
前
柑
柱

(
7
)
、
七
九
五
頁
、
家
近
正

直

J
け
い
批
一
別
冊
、
ン
コ
リ
円
、
ハ
号
八
三
民
、
{
一
日
圧
・
前
掲
注

(
7
)
、

四
八
十
員
、
山
本
・
前
掲
注

(
7
)
、
ハ
二
一
頁
、
伊
藤
・
配
掲

注

ご
t
)
、
二

O
九
頁
、
松
下
洋
「
判
枕
一
、
ン
コ
リ
一
人
川
口
勺

穴
冗
民
、
同
一
定
説
と
ぶ
ふ
山
鳥…

前
掲
所
一

7
)
、
ヒ
一
頁
、
菊
井
・

苛
掲
作
一

7
)
、
四
三
阿
円
。
炉

L
、
加
藤
菊
升
両
博
よ
は
、

保
苛
の
当
時
半
債
務
者
、
か
鼎
資
力
で
あ
っ
て
4
4
伯
権
が
年
仙
怖
に

な
る
と
き
い
は
旬

瞳
と
い
い
う
る
、
と
す
る

(
日
)
も
っ
と
も
、
具
体
的
に
ふ
下
債
務
者
と
保
正
人
が
ど
の
よ
う
な
阿

係
に
あ
る
場
合
に
ふ
干
債
務
者
円
利
益
が
保
証
人
の
刊
益
に
な
っ
た

と
誌
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
の
川
久
件
を
ど
の
よ
っ
に
定
め
る
か
、

仁
つ
い
て
は
様
々
で
あ
る
…
よ
債
務
者
と
保
三
正
人
と
の
主
に
法
人

格
行
認
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
千
会
社
が
親
会
社
円
卓

宗
部
門
?
と
い
え
る
よ
う
な
活
工
会
社
賀
、
保
三
正
人
が
、
+
債
務
者
の

既
存
の
債
務
の
は
と

λ
と
を
保
証
し
て
お
り
、
主
債
務
折
の
倒

E

が
叩
保
一
主
人
の
倒
定
に
連
な
る
場
人
口
一
一
匹
原
・
詣
掲
注

(
7
J
、

一
一
同
)
、
保
証
人
の
則
岸
内
中
で
↓
干
債
務
者
の
株
式
が
大
き
な

比
重
を
占
的
、
+
債
げ
妨
者
の
倒
虚
に
よ
っ
て
保
証
人
の
資
斥
状
態

に
顕
記
な
烹
影
響
が
三
じ
る
場
合
(
伊
藤
・
前
掲
、
汁

(
7
)
、
ニ

コ
九
肉
、
」
、
こ
れ
に
加
え
て
保
証
人
の
則
売
の
中

rキ
債
務
者
の

株
式
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
な
い
場
合
で
あ
勺
て
も
、
保
一
=
叫

が
あ
っ
た
か
ら
v

豆
、
債
権
者
は
ワ
伝
し
た
し
し
い
う
引
換
融
資
で

あ
っ
ト
場
介
一
石
川
明
一
判
批
」
判
伸
一
四
四
号
二

O
ヒ
員
)

地
寸
{

〔

9
)
松

I
・
苅
掲
注
一
一

7
一
一
、
ハ
五
盲
目

一
、
刊
)
川
旧
法
下
む
は
、
担
保
口
的
物
ド
よ
る
代
物
弁
簡
の
白
害
性
を
否

{
止
し
、
あ
る
い
は
、
適
ri
日
格
先
山
貝
、
本
旨
弁
J

叶
の
有
害
牲
を
認

め
る
、
?
と
い
う
形
で
同
い
ら
れ
て
い
た
)
一
」
れ
ら
の
問
題
は
現
れ

訟
で
は
百
認
位
制
荒
川
枇
備
に
よ
り
原
則
と
し
て
有
害
件
の
解
釈

論
に
依
拠
す
る
忠
世
は
な
く
在
う
た
[
代
物
弁
済
(
九
二
条

項
二
口
五
、
也
生
価
格
完
買
(
ハ
一
条
)
、
本
甘
計
済
(
ハ
二

条
一
頃
一
号
J

]

、
そ
れ
で
も
伊
藤
荊
掲
注
(

l

J

、
一
九
心
長
は
、

別
除
権
の
目
的
物
に
つ
い
て
担
保
権
の
消
滅
を
，

m提
と
す
る
政
在

管
財
人
の
任
呈
L
却
権
ー
と
売
却
代
金
の
一
部
の
財
団
組
み
入
れ
が

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
従
と
す
る
と
、
況
行
法
下
に
お
い
て

も
相
当
舶
の
担
似
口
肘
坊
に
よ
る
代
初
弁
済
に
つ
い
て
有
雪
作
を

理
山
と
す
る
否
認
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る

一
、
日
)
宗
刊
・
前
掲
注

F
7
)
、
川
二
一
吾
、

へ
ロ
)
山
FA

・
苅
掲
注

(
7
)
、
一
ハ
一
究
員
、
山
木
一
円
山
兄
己

『政
並
法
』

一
八
九
頁
(
青
林
害
院
新
引
、
九
七
凶
)

一P
U
」
刊
し
、
情
他
者
が
，
A
に
対
し
て
有
し
て
い
た
被
代
位
債
権
よ

り
も
保
証
利
吉
を
合
む
分
に
お
い
て
、

A
が

X
に
対

v

て
負
担
す

る
連
帯
保
一
弘
債
務
の
方
が
高
額
に
な
り
う
る

北法印(2，290) 628 
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(
比
)
山
木
門
前
掲
一
所
(
立
て
一
八
九
員
、
山
本
・
前
掲
注

(
7
J
、

六
一
五
頁
は
否
認
権
が
半
実
上
行
使
主
れ
を
い
と
考
三
三
に
お
け
ば

足
り
る
?
と
す
る
許
害
行
為
取
治
権
で
も
、
詐
吉
住
判
断
の
た
め

の
債
務
者
円
安
ん
は

f
為
当
時
を
基
準
と
し
つ
つ
、
債
権
者
が
そ

の
後
資
力
を
阿
復
L
た
時
は
許
吉
干
は
出
滅
寸
る
と
と
え
つ
れ
て

い
る
、
奥
山
前
拘
注
(
イ
)
、
二
九
五
民
、

一
日
」
伊
藤
・
前
掲
沖
〔

i
J
、
=
ん

C
円
、
宗
出
親
彦

『破
産
法
概

説
(
軌
訂
第
四
版
J

』
三
世
一
良
一
庭
応
十
八
リ
ヂ
出
版
会
、
二

0
0八
J

一
凶
」
佐
藤
田
北
掲
注

(
7
一
一
、
八
阿
頁

(
汀
)
物
上
保
証
で
あ
っ
て
も
、
担
保

H
的
物
の
担
保
権
争
一
実
行

L
て

j

円
己
の
宗
、
任
を
呆
た
し
て
も
尚
憤
権
者
に
債
務
が
残
る
場
合
い
、

保
一
一
計
人
の
よ
う
な
令
部
義
務
者
と
同
保
に
、

宵
'
任
財
産
憎
当
額
を

超
え
た
債
務
ん
よ
領
に
つ
一
い
て
弁
泊
さ
れ
な
け
れ
ば
ポ
漬
権
を
行
使

で
き
な
い
正
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
訣
設
が
あ
p

句
仮
に
後
者
の

υ
場
を
と
る
と
す
れ
ゴ
、
被
担
保
債
務
の
教
が
担
保
日
的
財
体
仙

値
を
上
凶
る
均
九
け
に
は
、
求
償
権
取
得
の
た
め
に
当
初
負
っ
て
い

る
責
任
を
超
え
た
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
!
日
4

で
、
ど
と
え
土
問
一
務
者

の
物
上
保
一
祉
人
に
対
す
る
債
権
額
が
被
仰
保
情
務
の
縞
を
回
っ

て
い
た
?
と
し
て
も
、
有
吉
住
が
鼎
い
と
い
う
こ
ど
は
史
に
図
躍
と

な
ろ
、
つ
D

一
♂
川
凶
」
伊
藤
・
苅
掲
注

(
7て
一
心
計
八
注
二
=
」
は
、
主
債
務

者
に
対
す
る
求
償
権
が
実
世
的
価
値
奇
も
L

ず
っ
、
保
証
人
が
円
一
権
者

に
対
し
て
支
払
っ
た
金
領
を
、
十
債
務
者
に
対
宇
る
ぶ
債
に
よ
っ
て

谷
易
に
凶
慢
で
き
る
に
笠
ロ
に
、
否
認
の
一
般
的
安
件
で
あ
る
有
害

性
が
針
定
さ
れ
る
こ
レ
一
も
あ
り
得
る
、
と
す
る
。

(
四
)
同
様
に
一
六
ひ
条
一
項
一
日
ヒ
条
五
反
)
の
適
用
を
否
定
す

る
す
場
、
と
し
て
わ
藤
正
，

m
a岐
産
法
研
究
第
七
巻
a

八
〕
頁
F

有

斐
悶
辛
口
一
司
一
九
二
七
)
、
同
八
巻
三
員
、
茸
一
昨
修

『条

同
閉
会
引
更
止
日
(
中
)

a

六
九
H

H

(

弘
文
省
、
昭
和
四
八
年
)
、
山

本
・
前
樹
、
げ

(
7
」
、
六
=
三
頁
、
一
?
ハ

O
条
三
項
の
適
用
を
肯

定

1
る
立
場
と

L
て
宗
匡
前
掲
注
(
日
)
、
三
七
九
長
亡

一
泊
」
伊
藤
田
北
掲
注

(
l
一
一
、
川
ヘ
頁

(
む
)
竹

f
-
J卜
以
他
編
『大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
破
汗
法
』
[
合
一
図
幹
一
郎
]

同
一
五
頁
一
、
背
林
喜
院
、
二
(
川
)
(
J一
七
可
九
九
粂
二
取
は
絶
対
的

劣
後
の
p
判
定
の
み
を
対
象
と
す
る
、
伊
藤
虞
他
編

『新
彼
岸
法
の

革
本
構
造
と
実
務
-

v

ン
斗
リ
二
つ
つ
七
年
二
一
月
増
刊
号
一
一
五
一

頁
「
小
川
、
松
下
発
一
一
己

(
包
)
伊
蒔
・
前
掲
注

(
1
一
三
九
百
円
一
一
従
米
不
当
性
が
年
い
と

L

て
行
泌
が
否
定
主
れ
る
例
と
し
て
念
日
間
に
置
か
れ
て
き
た
の
が
、

域
産
芥
の
/
一
活
賢
ヤ
事
業
資
会
捻
川
山
の
た
め
の
別
崖
売
却
わ
為
や

担
弘
権
設
定
ノ
「
為
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か
か
る
迫
正
何
故
W
売
胃
、
や

同
時
父
換
的
取
引
が
新
法
に
お
い
て
要
刊
が
明
確
に
之
め
つ
れ
る

形

E
N吋
文
化
さ
れ
た
以
上
は
不
当
目
概
念
は
も
は
や
必
要
で
は
な

く
、
役
は
般
法
理
的
問
題
ー
と
し
て
抗
ら
え
る
べ
き
、
と
主
張
す

る
す
協
も
あ
る
、
山
本
前
掲
注

(
7
)
、
一
ハ
二
一
ハ
頁

L
か

L

そ
れ
を
小
当
相
と
汗
ぶ
か
、
権
利
部
川
、
公
尽
主
俗
と
浮
ぶ
か
は
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別
と
L
て
、
こ
こ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
台
訟
阻
却
型
山
の
内
芥
に

つ
き
向
者
の
問
に
差
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
3

(お
)
問
陀
芳
一
，
破
産
法

・
恥
議
法
』

一
八
七
点

{
有
斐
閥
、
昭
和

一
凹
午
)
、
谷
口
安

Y
『
倒
産
処
理
法
P

第
二
収
)
二
一
一

h
貝
(
筑

摩
書
帯
、
昭
和

π
一
年
)

(弘
)
小
川
秀
俊

.
一
問

一
答
新
し
い
低
産
法

二
凹
七
白
川

(尚
事
法

務
、
二

C
C
阿
て
判
掲
注
『
引
己
、

『新
般
産
法
の
甘
柄
本
構
活
と

宗
務

L
=
ヒ
頁

[化
村
山
祐
一百
]

(お
)
も
っ
と
も
、
判
旨
が
述
べ
る
財
団
財
産
拠
t

他
行
為
の
連
法
件
が

換
価
'
引
為
的
効
呆
の
問
題
に
直
結
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ

ろ
み
も

(
お
)
破
監
の
場
合
的
併
合
処
刑
坪
の
「
段
と
L
て
、
依
一
正
裁
判
所
は
複

数
の
破
陀

T
続
企
併
合
し
、
共
通
の
破
産
管
財
人
を
選
任
す
る

h

法
が
可
能
で
あ
る
つ
破
産
管
財
人
は
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
を

有
L
て
い
る
の
で
、
一

h
の
事
件
の
資
産
及
び
負
債
を
他
L
H
の
当

件
の
そ
れ
正
併
介
す
る
こ
と
が
F
き
る
ー
と
す
る
、
伊
時
慎
寸
結
合

企
業
の
倒
産
処
理
」
，
債
務
羽
賀
正
手
続
の
研
究
』

一
一
四
頁
〈
丙

神
田
編
県
室
、

一
九
八
四
)
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